
広報しんしろ「ほのか」は、環境に優しい大豆インキおよび再生紙を使用しています。 
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今
か
ら
５
年
前
の
2
0
0
5
年
、

愛
知
県
で
国
際
博
覧
会
「
愛
･
地
球

博
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
環
境
を

テ
ー
マ
に
世
界
各
国
よ
り
さ
ま
ざ
ま

な
パ
ビ
リ
オ
ン
が
あ
っ
た
事
を
思
い

出
し
ま
す
。
そ
し
て
今
年
は
、
現
在

私
の
住
ん
で
い
る
中
国
に
て
「
上
海

万
博
」
が
５
月
よ
り
開
幕
し
て
い
ま

す
。
テ
ー
マ
は
「
よ
り
良
い
都
市
･

よ
り
良
い
生
活
」
だ
そ
う
で
す
。
２

０
０
８
年
に
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

開
催
さ
れ
、
中
国
は
今
世
界
で
も
っ

と
も
注
目
さ
れ
て
い
る
国
の
１
つ
に

挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
上
海
よ
り
南
に
直
線
距
離
で

千
数
百
キ
ロ
離
れ
た
広
東
省
の
と
あ

る
町
に
住
ん
で
い
ま
す
。
工
業
区
域

で
各
地
方
（
省
）
か
ら
仕
事
を
求
め
て

出
て
来
て
、
労
働
を
し
な
が
ら
暮
ら

す
若
者
が
多
く
、
習
慣
や
環
境
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
事
は
多
々
あ
り
ま

す
。

　
今
や
世
界
№
１
の
自
動
車
販
売
台

数
を
誇
る
中
国
。
高
速
道
路
の
渋
滞

も
頻
繁
で
す
が
、
バ
イ
ク
タ
ク
シ
ー

や
、
自
転
車
タ
ク
シ
ー
も
現
役
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。
急
発
展
す
る
近
代

化
と
、
古
き
生
活
環
境
が
残
る
部
分

が
入
り
交
じ
り
不
思
議
な
調
和
を
感

じ
ま
す
。
食
事
の
時
間
を
非
常
に
大

切
に
し
、
大
人
数
で
陽
気
な
食
事
風

景
を
よ
く
目
に
し
ま
す
が
、
日
本
人

に
は
乏
し
い
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
国
民

性
を
感
じ
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
フ
レ
ン

ド
リ
ー
過
ぎ
る
の
は
、
買
い
物
で
店

に
入
る
と
茶
碗
を
持
っ
て
ご
飯
を
食

べ
な
が
ら
の
接
客
も
…
（
笑
）

　
発
展
を
し
続
け
る
中
国
で
私
の
一

番
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
事
は
「
癒

し
」
で
す
。
大
変
歴
史
の
あ
る
中
国
。

世
界
遺
産
も
数
多
く
、
観
光
名
所
や
、

心
安
ら
ぐ
景
色
な
ど
一
言
で
は
表
現

出
来
な
い
ス
ケ
ー
ル
を
持
っ
た
国
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
「
癒
し
」
と

言
っ
た
ら
、
私
は
や
は
り
「
新
城
市
」

を
思
い
出
し
ま
す
。
遠
く
を
見
渡
せ

る
田
園
風
景
に
、
学
生
時
代
に
利
用

し
た
飯
田
線
が
走
る
姿
や
、
帰
郷
し

た
時
の
カ
エ
ル
や
鈴
虫
の
声
が
逆
に

今
で
は
心
地
良
さ
を
感
じ
ま
す
。
小

さ
い
街
は
山
に
囲
ま
れ
、
川
が
流
れ
、

癒
や
し
の
立
地
環
境
だ
と
改
め
て
感

じ
て
い
ま
す
。
今
度
帰
郷
し
た
時
は
、

バ
イ
ク
で
ゆ
っ
く
り
桜
淵
公
園
か
ら

鳳
来
寺
山
、
日
帰
り
温
泉
に
立
寄
り

作
手
経
由
で
市
街
に
戻
る
癒
し
巡
り

で
も
と
考
え
て
い
ま
す
。

露店の八百屋

渡辺英介さん（新城・諏訪区）
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主
な
内
容

豪華バイクタクシー

オフィス街

高速道路の渋滞 日本車が多い

シリーズ世界の国からこんにちは No.4　〔中国編〕シリーズ我らが母校再発見 No.7〔協和小校歌〕

ニューススポット お知らせ

い や

わ た な べ え い す け
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22-2863

23-8531

24-1661

24-0700

22-1151

24-1212

35-0811

32-1026

22-0372

22-2861

22-0026

22-2863

32-1026

22-1150

23-7772

32-0020

35-0022

23-6800

23-4321

34-0021

32-1515

22-1151

32-3223

24-4026

24-1777

23-7772

23-8531

22-2266

22-2861

24-1661

24-0700

休日診療所

夜間診療所

QRコードを利用しますと携帯電話で

緊急医の情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

�23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

午前9時30分～午後4時30分

医科 　―――――――――――

午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会の

　ホームページ

http://sdent.hp.infoseek.co.jp/

をご確認ください。

開設日 　――――――――――

開設場所 ―――――――――

歯科 　―――――――――――

日曜日、国民の祝日、8月15日

および年末年始

診療は医科・歯科ともに外来

のみです。利用されるときは、

必ず「健康保険証」などをご

持参ください。
いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

緊 急 医

内科、小児科

診療時間 ―――――――――

午後8時～午後11時

受付 　―――――――――――

午後7時30分～午後10時30分

開設日 ――――――――――

月、火、金、土、日曜日

（祝日は除く）

休診日 ――――――――――

水、木曜日、国民の祝日

および年末年始

開設場所 　―――――――――

新城市夜間診療所
新城市字北畑54番地1

（新城市民病院東側隣接地）

�24-1161

１

２

３

４

５

６

７

８

９
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16
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19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

住宅

新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場を
ご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易

裁判所噴水

新城・市川地区にある万灯山。毎年お

盆の8月15日の夜、大きな松明を山の斜

面に立て、一斉に点火する万灯祭が行

われます。明 と々燃える松明が、鍋づる

の形をしていることから「鍋づる万灯」と

呼ばれています。京都の大文字焼きと

同じく、精霊送りの行事です。�

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

夜　間
診療所

休　日
診療所

診療時間
午後7時～午後11時
※ただし、赤字は午前9時30分～午後4時30分

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

緊急医

中村医院�（的場）

しんしろフィットクリニック�(川路)

中根医院�（本町）

米田内科�（平井）

のだクリニック（中市場）

内山医院�(平井)

宮本病院�(海老)

ほうらいクリニック�(大野)

西新町内科整形外科外科医院�(東新町)

高木内科医院�（栄町）

むらまつ内科�（東新町）

中村医院�（的場）

ほうらいクリニック�(大野)

今泉病院�(栄町)

おさだファミリークリニック�(本町)

荻野医院�（長篠）

静巌堂医院�（副川）

くまがい医院�(富永)

ちさと医院�（杉山）

織田医院�(下吉田)

星野病院�(大野)

のだクリニック（中市場）

ながしのクリニック�（長篠）

緑が丘診療所�(緑が丘)

あいきょうクリニック�(大野田)

おさだファミリークリニック�(本町)

しんしろフィットクリニック�(川路)

茶臼山厚生病院�(富沢)

高木内科医院�（栄町）

中根医院�（本町）

米田内科�（平井）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

［ 鍋づる万灯 ］

今 月 の 人 口

平成22年7月1日現在
（前月比）

総人口…… 50,834人（－35）
男………… 25,034人（－26）
女………… 25,800人（　－9）

世帯数……………… 16,627

出生……24人

死亡……49人

転入……67人

転出……78人

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と異動事由の集計が
　一致しない月もあります。

月

ハ
シ
モ
ト
　
グ
ス
タ
ボ

ケ
ン
イ
チ

柳
澤
　
旭
飛

小
山
葉
津
記

原
田
　
玲
音

遠
山
　
響
也

牧
野
　
晃
大

齋
藤
　
蒼
太

鈴
木
　
芽
衣

市
川
　
遥
太

松
田
　
宗
祐

白
井
　
羽
海

森
谷
　
実
由

佐
々
木
万
緒

今
泉
　
佑
美

森
　
　
蒼
馬

竹
川
　
歩
澄

川
合
　
瑠
花

伊
藤
　
愛
梨

城
所
　
柚
衣

原
　
　
快
志

大
仲
　
星
輝

男男女男男男男女男男女女女女男女女女女男男

シ
ン
イ
チ

貴
義

梢和
也

純
央

勝弘
弥

隆
正

晋
司

卓覚哲
之

昌
也

直
己

勇
夫

知
秀

真
史

卓克
明

裕
司

祐
方

川

田

大

野

田

川

田

大

野

鳥

原

平

井

出

沢

川

路

本

町

東

新

町

東

新

町

片

山

横

川

橋

向

富
岡
東
部

大

野

田

一

色

中

市

場

富
岡
中
部

鳥

原

本

郷

氏
　
　
　
名
　
　
　

　性
別
　

　保
護
者
　
　
　

地
　
区

6月届出分元気でよい子に…

※6月1日～30日の間に届け出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

秘
書
広
報
課
　
�
23
‐
7
6
2
3

�
23
‐
7
2
9
6

   h
is

h
o
-2

@
c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp

市政番組キャラクター「亀姫」※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

　
の
加
入
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

8
月
25
日

　
～

9
月
1
日

7
月
28
日

　
～

8
月
4
日

8
月
18
日

　
～

8
月
25
日

8
月
4
日

　
～

8
月
11
日

8
月
11
日

　
～

8
月
18
日

・
中
学
校
総
合
体
育
大
会
�

・
開
成
小
学
校
　
3
週
目
�

・
4
H
ク
ラ
ブ
【
拡
大
枠
6
分
】

・
英
語
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
�

・
舟
着
小
学
校
　
1
週
目
�

・
新
東
名
高
速
道
路
の
工
事
進
捗
状
況

・
お
食
べ
ん
！
し
ん
し
ろ

 
「
シ
イ
タ
ケ
」
【
拡
大
枠
8
分
】
�

・
舟
着
小
学
校
　
3
週
目

・
新
城
納
涼
花
火
大
会
�

・
舟
着
小
学
校
　
2
週
目
�

・
キ
ラ
リ
☆
見
ぃ
〜
つ
け
た

 
い
と
こ
同
士
で
音
楽
の
世
界
に
挑
戦
！
　

放

送

日

番

組

内

容

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
り
ま
す

※
7
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

1歳
（平成21年3月28日生まれ）

5歳
（平成16年11月12日生まれ）

翔くん

父　峰野 健さん・母　悠子さん（鳳来・内金下）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　に
登
場
す
る
「
ち
び
っ
子
」
を

皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
の
1
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん

（左）

毎
日
6
回
、
15
分
間
放
送

①

午
前
7
時
30
分
 

②

午
後
0
時
30
分

③

午
後
3
時
30
分
 

④

午
後
6
時
30
分

⑤

午
後
10
時
30
分
　
⑥

午
前
0
時
30
分

番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後
6

時
30
分
に
入
れ
替
え
、
1
週
間
ご
と
に

更
新

羽琉くん （右）

・
子
ど
も
市
民
プ
ー
ル
と
親
子
せ
せ
ら
ぎ
エ
リ
ア
�

・
開
成
小
学
校
　
4
週
目
�

・
サ
マ
カ
ン
’10

たい まつ

あかあか

まん どう

　
　
　
あ
さ

ひ

　
は
　
づ
　
　
き

　
　
　

れ

お
ん

　
　

お

と

や

　

　

こ

う

た

　

　

そ

う

た

　

　

め

　
い

　

　

は

る

た

　

そ
う

す
け

　
　

う
　

み

　
　
　
み
　
ゆ

　
　
　
ま
　
お

　
　
　
ゆ
　
み

　
　

あ
お

ば

　
　
　
あ
　
す
み

　
　
　

る
　
　か

　
　
　
あ
い

り

　

　

　
ゆ

　
い

　

　

か
い
　
じ

　

　

せ
い

や

かける

みねの　けん ゆう こ

は 　 る　
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募
集
要
項
・
試
験
申
込
書
の
配
布

　
７
月
20
日

（火）
か
ら

　
人
事
課
（
市
民
体
育
館
２
階
）

　
市
民
保
険
課
、
鳳
来
・
作
手
各

　
総
合
支
所
地
域
振
興
課

申
込
受
付
期
間
・
受
付
場
所

　
８
月
16
日

（月）
〜
23
日

（月）

　
※
土
・
日
曜
日
は
除
く

　
人
事
課

第
一
次
試
験

　
９
月
19
日

（日）

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
教
養
試
験
、
作
文
試
験
、
適
性
 

　
検
査

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
（
市
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）
で
ご

　
確
認
く
だ
さ
い
。

募
集
要
項
・
試
験
申
込
書
の
配
布

　
７
月
20
日

（火）
か
ら

　
市
民
病
院
総
務
課

申
込
受
付
期
間
・
受
付
場
所

　
８
月
２
日

（月）
〜
31
日

（火）

　
※
土
・
日
曜
日
は
除
く

　
市
民
病
院
総
務
課

採
用
条
件

　
試
験
を
行
い
、
合
格
者
は
３
カ

　
月
間
（
平
成
23
年
4
月
〜
6
月
）

　
の
試
行
期
間
（
臨
時
職
員
）
の
評

　
価
に
よ
り
正
規
採
用
（
平
成
23
年

　
７
月
採
用
予
定
）
と
す
る
。

試
験
日

　
９
月
16
日

（木）

試
験
内
容

　
作
文
、
面
接
、
適
性
検
査
お
よ

　
び
健
康
診
断

市
職
員
を
募
集
し
ま
す
（
高
校
卒
・
実
務
経
験
者
）

市
民
病
院
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当
の
振
り
込
み
な
ど

手
当
の
振
り
込
み

　
児
童
扶
養
手
当
を
８
月
10
日

（火）

に
振
り
込
み
ま
す
。
受
給
者
の
方

は
、
金
融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
転
居
・
転
出
な
ど
の
際
は

児
童
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
へ
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
児
童
扶
養
手
当
、
県
・
市
遺
児

手
当
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
７

月
下
旬
に
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
し
、
８
月
２
日

（月）
か
ら
８
月
31
日

（火）
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

い
る
方
に
は
、
８
月
上
旬
に
用
紙

を
郵
送
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記

入
し
、
８
月
11
日

（水）
か
ら
９
月
10

日
（金）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
は
、
土
・
日
曜
日
を
除

　
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

　
時
15
分
ま
で
の
間
に
、
児
童
課

　
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支

　
所
地
域
振
興
課
へ
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。
こ
の
届
け
出
は
、
８

　
月
以
降
の
手
当
の
受
給
資
格
確

　
認
の
た
め
必
要
で
す
の
で
、
必

　
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
の
父
子
家
庭

へ
の
支
給
が
始
ま
り
ま
す

　
８
月
か
ら
、
父
子
家
庭
の
父
に

も
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
手
当
を
受
給
す
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
申
請
は
、
児
童
課

ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
給
資
格
者

　
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
18
歳

以
下
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
）の
児
童
（
一

定
の
障
が
い
が
あ
る
と
き
は
、
20

歳
未
満
）
を
監
護
し
、
生
計
を
同

じ
く
す
る
父

�
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

�
母
が
死
亡
し
た
児
童

�
母
が
重
度
の
障
が
い
に
あ
る
児
童

�
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺

　
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

�
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

　
さ
れ
て
い
る
児
童

�
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た

　
児
童

�
母
の
生
死
が
不
明
で
あ
る
児
童

手
当
額
（
児
童
一
人
当
た
り
月
額
）

�
全
部
支
給
　
４
１
，

７
２
０
円
　

�
一
部
支
給
　
４
１
，

７
１
０
円
〜

　
９，
８
５
０
円

�
児
童
二
人
以
上
の
場
合

　
二
人
目
　
５，
０
０
０
円
加
算
　

　
三
人
目
以
上
一
人
に
つ
き

　
　
　
　
　
３，
０
０
０
円
加
算

※
受
給
資
格
者
お
よ
び
同
居
の
親

　
族
な
ど
の
前
年
の
所
得
が
一
定

　
額
以
上
あ
る
場
合
は
、
手
当
の

　
一
部
ま
た
は
全
部
が
支
給
停
止

　
さ
れ
ま
す
。

申
請
の
時
期

　
７
月
31
日

（土）
ま
で
に
支
給
要
件

に
該
当
し
て
い
る
方
は
、
11
月
30

日
（火）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

「
８
月
分
」
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
８
月
１
日
以
降
、
11
月
30
日
ま

で
に
支
給
要
件
に
該
当
し
た
方

も
、
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
「
要
件
に
該
当
し
た

日
の
翌
月
分
」
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
11
月
30
日
を
過
ぎ
ま
す
と
、
「
申

請
し
た
日
の
翌
月
分
」
か
ら
の
支

給
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
申
請
に
当
た
っ
て
は
、
戸
籍
謄

　
本
な
ど
の
書
類
が
必
要
で
す
。

　
詳
細
や
必
要
書
類
は
、
事
前
に

　
児
童
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

職

種

な

ど

一
般
行
政
職
（
技
師
）

消

　

　

防

　

　

職

保
育
士
･
幼
稚
園
教
諭

（
実

務

経

験

者

）

若
干
名

若
干
名

若
干
名

人

員

人

員

20
歳
以
下
で
、
高
校
で
農
業
工
学
、
土
木
、
建
築

等
の
学
科
を
専
攻
し
、
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み

の
方

20
歳
以
下
で
、
高
校
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み

の
方
の
う
ち
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方

※
国
　
籍
‥
日
本
国
籍
を
有
す
る
こ
と
。

※
視
　
力
‥
左
右
と
も
に
1.0
以
上
（
矯
正
視
力
可
）

　
　
　
　
　
で
あ
る
こ
と
。

※
色
　
覚
‥
赤
色
、
青
色
お
よ
び
黄
色
の
色
彩
が

　
　
　
　
　
識
別
可
能
で
あ
る
こ
と
。

※
聴
　
力
‥
正
常
で
あ
る
こ
と
。

※
そ
の
他
‥
身
体
強
健
で
消
防
職
の
業
務
に
耐
え

　
　
　
　
　
ら
れ
る
こ
と
。

45
歳
以
下
で
、
保
育
士
･
幼
稚
園
教
諭
の
両
方
の

資
格
・
免
許
を
有
す
る
方
の
う
ち
、
保
育
士
ま
た

は
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
の
実
務
経
験
が
５
年
以
上

（
申
込
日
現
在
）
あ
り
、
そ
の
知
識
経
験
を
生
か
し

て
ク
ラ
ス
を
受
け
持
つ
こ
と
が
で
き
る
方

受
験
資
格
（
年
齢
･
学
歴
･
免
許
な
ど
）

※
年
齢
は
平
成
23
年
3
月
末
現
在

受
験
資
格
（
免
許
な
ど
）

職
　
　
　
　
　
　
　
種

１
　
人

薬

剤

師

昭
和
51
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
、
薬
剤
師
の

資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は
平
成
23
年
3
月
ま
で
に

資
格
を
取
得
見
込
み
の
方

平
成
23
年
度
（
平
成
23
年
4
月
１
日
）
採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
お
雛
祭
り
の
こ
ろ
に
開
催
し
て

い
る
し
ん
し
ろ
節
句
ま
つ
り
は
、

手
作
り
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
テ
ー
マ

に
、
手
作
り
雛
や
吊
る
し
飾
り
を

会
場
一
杯
に
展
示
し
ま
す
。
地
域

の
節
句
を
祝
う
お
祭
り
と
し
て
定

着
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
お
祭
り
の
企
画
運
営
は
す
べ
て

市
民
の
手
で
行
っ
て
お
り
、
そ
れ

ら
の
作
業
に
か
か
わ
っ
て
も
ら
え

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
は
一
人
で
も
仲
良
し
グ
ル

ー
プ
の
方
と
一
緒
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
参
加
す
る
だ
け
だ
っ
た
イ

ベ
ン
ト
を
、
企
画
・
運
営
す
る
側

と
し
て
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
数
人

　
９
月
10
日

（金）

第
9
回

し
ん
し
ろ
節
句
ま
つ
り

実
行
委
員
の
募
集

第
9
回

し
ん
し
ろ
節
句
ま
つ
り

実
行
委
員
の
募
集
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乳岩エリア

鳳来東小

三河川合

至大島ダム
うめの湯

JR 飯田線

名号

川合

至
宇
連
ダ
ム

151

牛倉エリア

東郷東小

愛知新城
大谷大

東郷西小

東郷中

設楽原歴史
資料館

三河東郷
茶臼山

大海

JR 飯田線

151

151

439

�

�

善夫エリア

三河湖

菅守小

開成小

白鳥神社

津島神社

つくで GC

大東牧場
高原ハウス301

�

宇連川

新
庁
舎
を
考
え
る
検
討
会
議
の
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す

今
年
の
夏
も
「
親
子
せ
せ
ら
ぎ
エ
リ
ア
」
で
自
然
に
親
し
み
ま
せ
ん
か

 

私
た
ち
の
ま
ち
新
城
に
は
、
す

ば
ら
し
い
自
然
が
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
「
ふ
る
さ
と
の
良
さ
」

を
体
感
し
て
も
ら
う
た
め
、
地
区

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
今

年
も
市
内
３
カ
所
に
「
親
子
せ
せ

ら
ぎ
エ
リ
ア
」
を
設
け
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
初
め
て
に
も
か
か
わ

ら
ず
3
カ
所
合
わ
せ
て
１
，

０
０
０

人
を
超
え
る
親
子
づ
れ
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
水
が
き
れ
い
な

郷
里
の
川
で
、
親
子
一
緒
に
水
遊

び
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

開
設
期
間

　
７
月
31
日

（土）
〜
８
月
16
日

（月）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

利
用
の
決
ま
り

　
楽
し
く
安
全
に
ご
利
用
い
た
だ

　
く
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
守
り

　
ま
し
ょ
う
。

・
子
ど
も
か
ら
は
絶
対
に
目
を
離

　
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
ヘ
ビ
や
ハ
チ
な
ど
危
険
な
も
の

　
に
は
注
意
し
、
近
づ
か
な
い
よ

　
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
す
べ
り
に
く
い
ぞ
う
り
な
ど
を

　
準
備
し
て
は
き
ま
し
ょ
う
。

・
場
所
に
よ
っ
て
は
、
安
全
の
た

　
め
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
準

　
備
し
て
身
に
着
け
ま
し
ょ
う
。

・
雨
天
、
雷
、
増
水
時
は
、
利
用

　
で
き
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
新
し
い
市
庁
舎
建
設
候

補
地
を
選
定
す
る
た
め
、
学
識
者
、

各
界
代
表
お
よ
び
公
募
市
民
な
ど

で
構
成
す
る
検
討
会
議
を
設
置
し
、

検
討
を
始
め
ま
す
。

　
こ
の
検
討
会
議
に
参
加
い
た
だ

け
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
18
歳
以
上
で
市
内
在
住
の
方

　
３
人
以
内

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
面
談
に

　
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　
８
月
20
日

（金）

　
指
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

　
を
記
入
し
、
総
合
政
策
部
に
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
、
フ

　
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
結

　
構
で
す
。
応
募
用
紙
は
、
総
合

　
政
策
部
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
会
議
は
平
日
を
予
定
し
て
い
ま

　
す
。
ま
た
、
原
則
公
開
に
よ
り

　
開
催
し
ま
す
。

郵
送
先

　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　
（
住
所
不
要
）

　
新
城
市
役
所
総
合
政
策
部

 
23
‐
７
２
９
６

   seisak
u
@

city
.sh

in
sh

iro.lg
.jp

　
市
で
は
、
平
成
22
、
23
年
度
に

か
け
て
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の

見
直
し
を
し
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン

は
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
、
社

会
に
参
画
す
る
た
め
の
施
策
を
総

合
的
、
効
果
的
に
推
進
す
る
も
の

で
す
。
今
年
度
は
、
基
礎
資
料
と

す
る
た
め
、
市
民
意
識
調
査
を
行

い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
策
定
に
皆
さ
ん
も

か
か
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
任
期

は
平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　
20
歳
以
上
の
方

　
男
女
合
わ
せ
て
10
人
以
内
　

　
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

　
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
８
月
16
日

（月）

※
謝
礼
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
23
‐
７
２
９
６

　h
ish

o-2@
city

.sh
in

sh
iro.lg

.jp

「広報ほのか」お知らせページに広告を載せませんか。
掲載料金：6カ月間（平成22年10月号～平成23年3月号）で100,000円（50ｍｍ×170ｍｍ）
　　　　　このほかにも半分の枠（50,000円）もあります。
カ ラ ー：２色
掲載原稿：原稿は各自でご用意ください。
申込方法：8月27日（金）までに申込書を、秘書広報課へご提出ください。
※掲載には審査があります。応募多数の場合は基準に従って決定します。詳しくは、秘書広報課へお問い
　合わせください。

発行部数16,800部

秘書広報課　�23-7623

発行部数16,800部

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
同
窓
会
」

で
す
。
た
ま
に
は
作
手
に
帰
っ
て
、

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
…
。

夏
の
一
夜
を
ぜ
ひ
、
高
原
の
地
で

過
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
15
日

（日）

　
正
午
〜
午
後
９
時
30
分

　
鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場

　
フ
ォ
ー
ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
（
森

　
の
音
楽
祭
）
、
盆
踊
り
、
青
年

　
団
は
ね
こ
み
、
餅
投
げ
、
和
太

　
鼓
演
奏
、
納
涼
花
火
大
会
、
青

　
年
団
イ
ベ
ン
ト
、
夜
店
ほ
か

牛倉地区の大宮川

川合地区の乳岩川

■ 井ノ口橋下流50メートル・仮設トイレあり、駐車場は牛倉公民館
■ 大宮川の河川改修により誕生した親水エリアです

■ 中流付近50メートル・駐車場、トイレは入山入口
■ 天竜奥三河国定公園内にあり、水はすきとおり大変きれいです

善夫地区の菅沼川
■ 善夫橋下流50メートル・駐車場、トイレは「涼風の里」
■　小さな産直物の販売と軽食を出す萱葺き屋根の「涼風の里」の
　 付近です
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「
作
手
村
誌

本
文
編
」
を
発
刊
し
ま
し
た

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の

実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
市
で
は
「
作
手
村
誌
本
文
編
」

を
発
刊
し
、
現
在
販
売
し
て
い
ま

す
。
旧
作
手
村
が
村
制
施
行
100
周

年
記
念
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ

集
大
成
で
す
。

　
昭
和
35
年
発
刊
の
初
版
、
昭
和

57
年
発
刊
の
再
販
村
誌
を
基
に
貴

重
な
文
化
遺
産
や
史
（
資
）
料
お
よ

び
調
査
活
動
に
よ
っ
て
新
た
に
発

掘
さ
れ
た
資
料
を
体
系
的
に
ま
と

め
て
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
合
併
ま
で
の
作
手
村
の

動
き
を
文
献
と
し
て
、
市
の
歴
史

を
後
世
に
残
す
意
味
で
も
興
味
深

い
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
作
手
村
誌
本
文
編
」
は
、
Ｂ

５
版
（
823
ペ
ー
ジ
）
で
貼
箱
に
納

め
、
５
，

０
０
０
円
で
限
定
400
部
を

希
望
者
に
販
売
し
ま
す
。

　
文
化
課
ま
た
は
市
内
資
料
館
な

ど
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
既
刊
図
書

・
作
手
村
誌
（
昭
和
57
年
発
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
５，
０
０
０
円

・
作
手
村
年
表

　
　
　
　
　
　
　
　
１，
５
０
０
円

・
作
手
村
誌
資
料
編

　
　
　
　
　
　
　
　
５，
０
０
０
円

・
作
手
村
誌
近
世
村
絵
図

　
　
　
　
　
　
　
　
３，
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
作
手
総
合
支
所
地

　
域
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
情
報
公
開
制
度
は
、
皆
さ
ん
か

ら
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
市
政

に
関
す
る
情
報
を
原
則
と
し
て
公

開
す
る
こ
と
で
、
市
政
に
対
す
る

理
解
と
信
頼
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
個
人
情
報
保
護
制
度
は
、

個
人
に
関
す
る
情
報
を
適
正
に
取

り
扱
う
こ
と
で
、
個
人
の
権
利
利

益
を
保
護
し
、
市
民
に
信
頼
さ
れ

る
公
正
な
市
政
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
新
城
市
情
報
公
開
条

例
お
よ
び
新
城
市
個
人
情
報
保
護

条
例
に
基
づ
き
、
制
度
の
実
施
状

況
を
年
１
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
平
成
21
年
度
の
請
求
件
数
お

よ
び
開
示
の
状
況
は
下
記
の
と
お

り
で
し
た
。

　
な
お
、
不
服
申
立
て
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

制　度　名 実施機関 請求件数
開示の状況

全部開示 部分開示 非開示

情 報 公 開 制 度

個人情報保護制度

市　　　長

教育委員会

農業委員会

10

7

1

0

4

6

0

0

4

1

1

0

2

0

0

0――――

め
ざ
せ
明
日
の
ま
ち
づ
く
り
15
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た

　「めざせ明日のまちづくり事業」は、住民が自発的かつ主体的に取り組む地域特性を生か

したまちづくり活動や市民グループが行う公益に資する活動を、市が資金面で応援する事

業です。審査は、新城・鳳来・作手地区の各地域審議会が行っています。�

　来年 3 月中旬には公開の成果報告会を予定しています。

保育園児、高齢者を対象に、手作りの人形や小道具を
使い昔話や交通安全などをテーマに人形劇を上演し、
人形を動かす体験をさせることで、子どもや高齢者と
の交流を図っていく。

小学生以下の親子を対象に地域の食材による料理教
室を開催することで、地域に目を向け、新城のよさを
実感させると同時に、子どもたちが食生活について楽
しく自然に学び考える機会を設ける。

新城高校と連携し、駅前アンテナショップ（ワゴン販売）
や、駅前のデザイン、アート化を進めるためのイベント
を開催することにより駅前通りのイメージアップを図る。

風切山北側登山道からの眺望を回復するとともに、花
や実のつく樹木を植えて、野鳥が集まりハイキングや
山仕事に訪れる人たちにとって憩いの場となる環境
づくりをする。

上平井地区にある三つの城址を後世に伝えるため、地
域住民の勉強会を開催することで、地域内で知識を共
有するともに、由来などを掲示する。

公共交通機関を利用して新城を訪れる観光客に対して、
電車などの待ち時間を利用して楽しめる観光情報エリ
アに特化したガイドブックを作成することにより、新城
の魅力を紹介する。

中心市街地の商店街通りを歩いて楽しめ、若者から高
齢者まで広く市民に愛されるよう、花飾りや、ベンチ、
クリスマスイルミネーションを設置することで中心市
街地の活性化につなげる。

障がいのある方が、さまざまな社会活動に自ら参加す
る機会を持ち経験することで、地域の一員としての役
割を果たし、誰もが当たり前に生きることのできる街
を目指していく。

東郷東地区の森や小川の自然と環境を守るため、蛍
などを通じての地域住民への情報提供や、河川の清掃
活動など、自然環境の再生活動を実施する。

河川環境の変化より、小動物の生息が困難となってい
る四反田川において、陸ガメなどの生息調査を行うと
同時に、啓蒙活動や環境整備を行い、人と小動物が共
生し合う生活環境づくりを行う。

「長篠の戦い」における乗本地区の砦跡などに着目、
周辺は新東名高速道路の建設により景観が一変する
ため、ウォーキングを通し、天正年間の往時を偲び改
めて郷土の歴史を再認識する。

都市住民との農業活動による交流を通し、互いが田舎
の良さを再認識し、地区民の田舎暮らしの誇りと郷土
愛を醸成するとともに、地区住環境の向上、活性化を
図る。

「四谷千枚田」と「梅の里川売」の両地区を起点として、
海老全域に「花のある散歩道（季節感のある散歩道）」
の整備と景観の向上を図る。

湿原を保護する水流出・土崩れ防止の木杭が、長年の
使用により腐食が進み、当初の機能を達せなくなった
ため、木杭の付け替えを行い、湿原を保護するだけで
なく、年々増加している観察者に対して安全確保を図る。

地域の資源（ブルーベリー、お茶、米、清流など）を生
かした地域間交流に取り組む事で、若者から高齢者ま
で区民総出で楽しみながら地域の魅力増進・元気につ
なげる。

ひまわり

ビタミンハート

新城駅前通りの再生を
考える会

鳥原区

上平井菜の花ネット

のんほい★ぷろじぇくと

ミッドタウンなかまち

新城市手をつなぐ育成会

ほたるの里づくりの会

四反田川カメの会

鳶ケ巣山の戦いを考える会

すすめの学校

海老地区委員会

作手自然愛好会

戸津呂夢おこし委員会

人形劇で元気なまちづ
くり（こどもに夢をお年
寄りに笑顔を）

親子で楽しくクッキング

新城駅前通りチャレンジ
＆アート・イベント大作戦

地域内景観・生活環境
保全事業

平野への出口（大谷城・
夷ヶ谷城・国広城ロマン）

電車で行こう！歩いて楽
しむ「新城散策ガイドブ
ック」作り

～ほっと一息　まちなみ
さんぽ道～「中心市街地
ブラッシュアップ事業」

共生のまちづくり～街
に元気を広げよう～

ほたるの里づくりの会

人にも自然にも優しい
地域の川辺づくり事業

消え行く中山砦を歩く
会（ウォーキング実施）

田舎をけっこくプロジェ
クト

「花のある散歩道」

作手清岳向山湿原管理
事業

ブルベリ　夢おこし事業

申 請 団 体 名 事 業 の 名 称 主 な 事 業 内 容
補助予定額

（円）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1

2

3

1

2

292,000

300,000

265,000

196,000

300,000

270,000

300,000

300,000

189,000

250,000

68,000

300,000

500,000

300,000

200,000

平成22年度　新城市めざせ明日のまちづくり事業採択決定一覧

平
成
22
年
度

地区 No

新
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城

鳳
　
　
　
　
来

作
　
手
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図
書
館
は
、
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
ま
だ
図
書
館
の
こ
と
を
知
ら
な
い
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
図
書
館
の

使
い
方
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

 
本
を
借
り
る
に
は

　
本
や
雑
誌
は
閲
覧
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
無
料
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

本
を
借
り
る
に
は
、
図
書
貸
出
券
が

必
要
で
す
。
貸
出
券
の
発
行
申
請
は
、

図
書
館
受
付
お
よ
び
鳳
来
・
作
手
各
総

合
支
所
で
行
え
ま
す
。

 
貸
出
期
間
と
冊
数

　
一
度
に
１
人
８
冊
ま
で
、
15
日
間
借

り
ら
れ
ま
す
。

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
貸
し
出
し

　
図
書
館
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
に
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
を

す
れ
ば
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
ま
で

本
を
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
も
始
め
ま
し
た
。

　
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
館
内
の
資
料
に
限
り
、
１
枚
10
円
で

コ
ピ
ー
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
著
作

権
の
範
囲
内
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

　
ネ
ッ
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
、
30
分
間

利
用
で
き
ま
す
。（
２
台
あ
り
ま
す
）

　
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト

　
貸
出
中
の
本
は
、
予
約
で
き
ま
す
。

　
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
な
い
場
合
は
、

申
し
込
み
（
リ
ク
エ
ス
ト
）
に
よ
り
、
購
入

ま
た
は
、
ほ
か
の
図
書
館
か
ら
借
り
て

お
応
え
し
ま
す
。

　
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
図
書
館
に
あ
る
本
の
検
索
が
で
き
ま

す
。
新
着
本
、
特
集
企
画
、
ベ
ス
ト
リ

ー
ダ
な
ど
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　http://w
w
w
.library.shinshiro.aichi.jp/

　
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
質
問
・
相
談
）

　
必
要
な
資
料
や
情
報
を
見
つ
け
る
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
読
み
聞
か
せ
会
（
ド
リ
ー
ム
サ
ロ
ン
）

　
土
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
30
分
間
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

月
１
回
、
英
語
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
も

あ
り
ま
す
。

　
ビ
デ
オ
上
映
会
（
ド
リ
ー
ム
サ
ロ
ン
）

　
水
曜
日
と
日
曜
日
の
午
前
10
時
ご
ろ

か
ら
、
ビ
デ
オ
を
上
映
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
Ａ
Ｖ
資
料
の
視
聴

　
Ｃ
Ｄ
や
郷
土
ビ
デ
オ
が
視
聴
で
き
ま

す
。
音
楽
の
ほ
か
、
落
語
や
文
学
の
朗

読
Ｃ
Ｄ
も
あ
り
ま
す
。

休
館
日
／
月
末
、
年
末
年
始

開
館
時
間
／
午
前
9
時
〜
午
後
8
時

　参加予定市

南アフリカ共和国ニューキャッスル市、ドイツノイブルグ市、

アメリカ合衆国インディアナ州ニューキャッスル市、スイスヌシャテル市

イギリスニューキャッスル・アンダー・ライム市、

イギリスニューキャッスル・アポン・タイン市、新城市　�

　お申し込み・問い合わせ

市国際交流協会　事務局　　23‐7783

　1998年に新城市の呼びかけで始まり、世界のニューキャッスル（新城）サミット（市長会議）を持ち回り

で開催してきました。2008年ドイツノイブルグ市でのサミットにおいて、今後はサミット形式の会議は終

結させ、市民による草の根レベルの会議へと発展させることが合意されました。今回からはサミットでは

なくアライアンス（同盟）として、公募による市民や青年の参加を募り、各市の代表と集い、交流を図るこ

とになりました。（市長はこの会議には参加しません。事務局は随行します。）

※旅費詳細、ニューキャッスルアライアンス会議内容および観光内容の詳細は事務局にお問い合わせくだ  

　さい。旅行代金は給油サーチャージの変更に伴い、変更することがあります。青年代表は、市民交流と

　は別に、各国青年との交流プログラムが用意されています。なお、ケープタウン観光をする場合は、一

　般と同金額となります。また、応募多数の場合は抽選、応募者数により中止する場合があります。

【ニューキャッスルアライアンスとは？】

10月15日（金）～25日（月）旅行期日

280,000円 旅行代金
※補助差引後金額。協会から補助10万円

（大人一人/2名一室利用)

ケープペンギン

市マイクロバスでセントレアへ

南アフリカヨハネスブルグ空港到着後、専用バスにて

ニューキャッスル市（東南約200km）へ移動

ニューキャッスル市施設視察、市内観光、各市市民代

表団との交流、シンポジウムに参加

　                                  【ニューキャッスル市内　泊】

ニューキャッスル市から専用車にてヨハネスブルグ空港へ

空路ケープタウンへ

終日ケープタウン観光　　 【ケープタウン市内　泊】

専用車にて空港へ　国内線にてヨハネスブルグ空港へ

空路香港へ

到着後市マイクロバスで新城へ

スケジュール発着/滞在地名

中部国際空港

香港国際空港

ヨハネスブルグ国際空港

ニューキャッスル市滞在

ヨハネスブルグ国際空港

ケープタウン国際空港

ケープタウン国際空港

ヨハネスブルグ国際空港

香港国際空港

中部国際空港

10/15（金）

10/16（土）

10/21（木）

10/22(金)

10/23(土)

10/24(日)

10/25（月）

月 日（曜）日 次 食事

〜

〜

1

2～7

8～9

10

11

機

朝

昼

夕

朝

昼

夕

朝
機
機

機

　
8
月
22
日
（日）
に
「
新
城
図
書
館

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
会

　
図
書
館
で
不
用
に
な
っ
た
本
を

差
し
上
げ
ま
す
。

　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

　
一
般
書
、
児
童
書
、
雑
誌
、
文
庫

じ
ゃ
ば
ら
式
折
り
本
づ
く
り

　
世
界
に
１
冊
だ
け
の
本
を
自
分

で
手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
第
１
回

　午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
第
２
回
　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

　
一
人
１
冊
　
300
円
（
材
料
費
）

大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
大
人
の
方
に
心
に
し
み
る
朗
読

を
お
届
け
し
ま
す
。

　
午
後
３
時
〜
４
時

読
み
聞
か
せ
会

　
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
に
よ
る
子
ど
も
向
け
の
読
み
聞

か
せ
で
す
。

　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

　
〜
５
時

 
本
づ
く
り
お
よ
び
朗
読
会
は
申
 
 

 
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
細
 

　
は
、
図
書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

募集人員／5人（青年代表1人含む）

募集期限／8月6日（金）まで

※旅行の取り扱いは、株式会社日本旅行が行います。

※青年代表は18万円
※事務局、通訳が随行します。

※青年代表は19～25歳くらいまでの方

●HP
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「
ち
ぎ
り
絵
展
」

　
知
喜
里
の
会
に
よ
る
ち
ぎ
り
絵

作
品
展
で
す
。
和
紙
の
も
つ
素
朴

さ
、
温
も
り
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
１
日

（日）
〜
30
日

（月）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
30
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道

　
入
口
）

　
休
館
日
は
火
曜
日
で
す
。

観
来
館
8
月
の
展
示

み
に
こ
ん
か
ん

広
告

広
告

英
語
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

第
21
回

新
城
薪
能

「
子
ど
も
市
民
プ
ー
ル
」
オ
ー
プ
ン

夏
休
み
自
由
研
究
支
援

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
講
座

　
８
月
か
ら
全
６
回
コ
ー
ス
の
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
講
座
（
初
級
ク
ラ
ス
）

を
開
講
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
８
月
25
日

（水）
〜
９
月
29
日

（水）

　
（
毎
週
水
曜
日
）

　
午
後
７
時
〜
８
時

　
文
化
会
館
104
会
議
室

※
最
終
日
の
み
304
会
議
室

　
阿
部
マ
リ
ア

氏
（
ポ
ル
ト
ガ
ル

　
語
通
訳
）

　
20
人
程
度
（
先
着
順
）

　
協
会
会
員
　
３，
０
０
０
円

　
一
般
　
　
　
６，
０
０
０
円

　
（
受
講
料
３
，

０
０
０
円
＋
会

　
費
３，
０
０
０
円
）

※
協
会
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

申
込
期
間

　
７
月
20
日

（火）
〜
８
月
17
日

（火）

　
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
女
性
が
直
面
す
る
相
続
、
離
婚
、

金
銭
な
ど
身
の
ま
わ
り
の
問
題
に

つ
い
て
、
解
決
の
た
め
の
一
歩
を

踏
み
出
す
た
め
、
女
性
の
弁
護
士

が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　
相
談
は
秘
密
を
守
り
無
料
で

す
。

　
８
月
17
日

（火）

　
①
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
15
分

　
②
午
後
２
時
15
分
〜
3
時

　
③
午
後
３
時
〜
３
時
45
分

　
④
午
後
３
時
45
分
〜
４
時
30
分

　
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー

　
女
性
４
人

　
予
約
制
で
、
８
月
２
日

（月）
か

　
ら
電
話
に
て
先
着
順
に
受
け
付

　
け
ま
す
。
（
平
日
の
午
前
８
時

　
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

※
こ
の
法
律
相
談
は
、
11
月
16
日

　
（火）
、
平
成
23
年
2
月
15
日

（火）

　
に
も
実
施
し
ま
す
。

　
夏
休
み
期
間
中

※
時
間
内
で
い
つ
で
も
相
談
で
き

　
ま
す
。

　
博
物
館

　
博
物
館
学
芸
員

　
児
童
・
生
徒
な
ら
び
に
一
般
の

方
が
出
場
す
る
新
城
英
語
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
仲
間
と
一
緒
に
英
語
劇
を
す

る
」
「
英
語
の
歌
を
歌
う
」
「
好

き
な
英
語
の
文
章
を
発
表
す
る
」

「
自
分
の
考
え
を
英
語
で
発
表
す

る
」
な
ど
、
英
語
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
は
、
英
語
を
使
っ
て
劇
、
歌
、

ス
ピ
ー
チ
な
ど
に
挑
戦
し
、
会
場

の
皆
さ
ん
と
楽
し
む
集
い
で
す
。

　
８
月
５
日

（木）

　
午
後
１
時
30
分

　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　
「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
輝
く
、
色

彩
あ
ふ
れ
る
世
界
へ
」
を
テ
ー
マ

に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

す
た
め
、
京
都
で
２
日
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
10
月
1
日

（金）

　
分
科
会
（
11
分
科
会
）
、
交
流

　
会
（
午
後
５
時
か
ら
）

　
10
月
2
日

（土）

　
開
会
式
、
基
調
報
告
・
記
念
講

　
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

　
ン
、
閉
会
式

　
京
都
市
国
立
京
都
国
際
会
館

　
８
月
31
日

（火）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

　h
ttp

://joseik
aig

i2010k
y
oto.

　jp
/

※
案
内
・
参
加
申
込
書
は
秘
書
広

　
報
課
に
あ
り
ま
す
。

　
幼
児
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生

な
ど
に
八
名
小
学
校
の
プ
ー
ル
を

「
子
ど
も
市
民
プ
ー
ル
」
と
し
て

無
料
開
放
し
ま
す
。

　
ま
た
、
作
手
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
も
、

市
内
の
全
小
・
中
学
生
に
無
料
開

放
し
て
い
ま
す
。

八
名
小
学
校
プ
ー
ル

　
７
月
31
日

（土）
〜
８
月
29
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
４
時

※
月
曜
日
休
み

作
手
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル

　
８
月
31
日

（火）
ま
で

　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
20
分

※
月
曜
日
と
７
月
20
日

（火）
、22
日

　
（木）
午
前
中
は
お
休
み
で
す
。

　
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
で
、

　
保
護
者
も
必
ず
水
着
着
用
で
入

　
場
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
女
性
会
議
2
0
1
0

き
ょ
う
と

省エネ環境診断士

一定以上の数値の場合、7月末までにエネルギー使用状況届出書の提出義務

離婚、会社・ＮＰＯ設立、補助金、遺言相談、入国管理、内容証明、示談書・・・

【緊急】改正省エネ法の罰則規定はご存知ですか？

鈴木達也行政書士事務所 TEL0536-22-4175

　
古
く
か
ら
新
城
の
町
衆
（
新
城

能
楽
社
・
新
城
狂
言
同
好
会
・
東

三
喜
多
会
ほ
か
）
に
よ
っ
て
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
芸
能
「
能
･

狂
言
」
。
町
衆
だ
け
に
よ
る
演
能

は
全
国
的
に
珍
し
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を

「
新
城
薪
能
」
鑑
賞
で
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　
８
月
21
日

（土）

　
午
後
５
時

　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　
狂
言
／
蚊
相
撲
、
犬
山
伏

　
能
　
／
葛
城

　
無
料

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象

に
、
電
源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、

簡
単
な
文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し

く
、
て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　
8
月
21
日

（土）

　
午
後
１
時
〜
５
時

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳

　
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
（
キ

　
ー
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な

　
い
方
な
ど
）

　
12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
抽

　
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
１
，

０
０
０
円
を

　
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　

　
7
月
20
日

（火）
〜
8
月
5
日

（木）

　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
郵
便

　
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　
号
、
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　
（
住
所
の
記
入
不
要
）

　
新
城
市
役
所
情
報
シ
ス
テ
ム
課

　
「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係
　

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
〔
8
月
分
〕

女
性
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

こ
ど
も
自
然
講
座

「
ト
ン
ボ
や
チ
ョ
ウ
の
ふ
し
ぎ
」

　
８
月
１
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
博
物
館
と
博
物
館
周
辺

　
博
物
館

　
博
物
館
学
術
委
員（
動
物
分
野
）

　
20
人

　
小
・
中
学
生
　
300
円

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
持

　
っ
て
い
る
方
は
採
集
用
具

　
野
外
活
動
が
で
き
る
服
装

「
古
代
人
に
挑
戦
！
石
器
つ
く
り
」

　
８
月
22
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
博
物
館
と
博
物
館
周
辺

　
博
物
館

　
博
物
館
学
術
委
員（
地
学
分
野
）

　
20
人

　
小
・
中
学
生
　
300
円

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
軍
手

　
野
外
活
動
が
で
き
る
服
装

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

�
35
‐
1
0
0
1

�
35
‐
5
0
1
2

hri-hakub
utukan1@

city.shinshiro.lg.jp

●他

対象・資格

申し込み先

問い合わせ

内容

講師・指導

募集人員

応募方法

日時・期間

場所・会場

集合場所

受け付け

締め切り

そのほか

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

省略文字の見方

●時●所

た
き
ぎ
の
う

か

つ

ら

き

い

ぬ

や

ま

ぶ

し

か

　
ず

も

う

ま
ち
し
ゅ
う

ち

ぎ

り

●￥●応●集●講 ●時●所 ●em ●申
●問
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広
告百円カルビ　105円

上タン塩　　630円
得 牛タン塩　420円

豚ホルモン・豚ロース
　　　3人盛　840円

（1人前　税込280円）
　　　　etc

牛ミノ………… 420円

牛ハラミ……… 525円

骨付きカルビ… 630円

今回のおすすめはこれだ!!

★旨さと甘みが違います★ （大好評、新メニュー、新価格）

無休

★時間外のご来店をご希望の方は
　TELにてご相談ください。
★日中御利用、ご予約TEL歓迎!!

0120-829-003
フリーダイヤル　 ヤキニク　 オオミ

営 業 時 間　PM5:00～PM9:00
新城市大海　TEL0536（25）0734

ご予約

至
大
野

至
長
篠

至
新
城
市
街

清井田

至飯田

三愛
OSG

GS

JR飯田線

大海

ココ

　
個
人
事
業
税
の
第
一
期
分
の
納

期
限
は
８
月
31
日

（火）
で
す
。
８

月
中
旬
に
県
か
ら
納
税
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

銀
行
、
農
協
、
漁
協
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
代
理
店
の

郵
便
局
を
含
み
ま
す
）
な
ど
の
金

融
機
関
も
し
く
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
（
納
付
書
の
納
付
金
額

が
30
万
円
以
下
の
も
の
に
限
り
ま

す
）
ま
た
は
県
税
事
務
所
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、P

a
y
-e

a
sy

（
ペ
イ
ジ
ー
）

に
対
応
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
ま
た
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
を

利
用
し
て
納
付
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
（
た
だ
し
、
領
収
証
書
が
発

行
さ
れ
ま
せ
ん
。
領
収
証
書
が
必

要
な
方
は
、
金
融
機
関
等
の
窓
口

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
）

　
ま
た
、
納
税
に
は
便
利
で
安
全

な
口
座
振
替
の
制
度
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
口
座
を
開

設
し
て
い
る
金
融
機
関
の
窓
口
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
た

だ
し
、
第
二
期
分
か
ら
の
取
り
扱

い
と
な
り
ま
す
）

　
愛
知
県
史
「
別
編
　
自
然
」
の

執
筆
担
当
者
が
、
愛
知
県
の
自
然

に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。

　
８
月
28
日

（土）

　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

　
愛
知
県
図
書
館
５
階
会
議
室

　
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
一
丁
目

　
９
‐
３
 

　
愛
知
の
自
然
を
学
ぶ

・
「
『
別
編
　
自
然
』
に
つ
い
て
」

　
　
奈
良
大
学
教
授

　
　
山
田
正
浩

氏

・
「
地
形
･
地
質
か
ら
愛
知
の
過

　
去
を
探
る
‐
愛
知
県
ぐ
る
り
仮

　
想
ハ
イ
キ
ン
グ
‐
」

　
　
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調

　
　
査
研
究
員

　
　
鬼
頭
　
剛

氏

・
「
愛
知
県
の
多
様
で
ユ
ニ
ー
ク

　
な
動
物
た
ち
」

　
　
愛
知
学
泉
大
学
教
授

　
　
矢
部
　
隆

氏

　
200
人
（
要
申
込
・
先
着
順
）

　
無
料

　
電
話
に
よ
る
受
け
付
け
の
み

募
集
開
始

　
７
月
20
日

（火）

　
駐
車
場
は
有
料
で
す
。
台
数
に

　
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共

　
交
通
機
関
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

武
将
に
な
ろ
う
！（
甲
冑
試
着
体
験
）

　
武
将
気
分
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

　
７
月
31
日

（土）

　
①
午
前
10
時

　
②
午
前
11
時

　
③
午
後
１
時

　
④
午
後
２
時

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
小
学
校
５
年
生
か
ら
大
人
ま
で

※
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
各
回
10
人
（
予
約
制
）

※
予
約
状
況
に
よ
り
当
日
申
し
込

　
み
も
可

　
200
円

　
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
カ
メ
ラ
（
必

　
要
な
方
）

講
演
会
・
展
示
解
説

　
８
月
７
日

（土）

　
午
後
２
時

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
甲
冑
等
特
別
展
に
関
す
る
講
演

　
（
展
示
解
説
含
む
）

　
資
料
館
研
究
専
門
委
員

　
加
藤
征
男

氏

　
40
人
（
予
約
制
）

※
予
約
状
況
に
よ
り
当
日
申
し
込

　
み
も
可

　
大
人
　
300
円
（
会
員
外
）

※
講
演
中
に
展
示
解
説
が
あ
り
ま

　
す
の
で
、
会
員
外
の
受
講
者
は

　
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
設
楽
原
歴
史
資
料

　
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
１
月
以
降
に
建
物
（
車
庫
や
物

置
な
ど
を
含
み
ま
す
）
の
新
築
・

増
築
ま
た
は
、
取
り
壊
し
を
さ
れ

た
方
は
、
税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ご
都
合
を
ご
相
談
の
上
、

家
屋
評
価
に
伺
い
ま
す
。

 
家
屋
評
価
は
、
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
東
海
地
震
警
戒
宣
言
発
令
時

に
は
金
融
機
関
の
窓
口
業
務
が
停

止
さ
れ
、
一
部
の
店
舗
内
A
T
M

以
外
は
稼
動
し
な
い
」
こ
と
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
市
内
の

民
間
金
融
機
関
（
郵
便
局
、
公
的

金
融
機
関
な
ど
は
一
部
除
く
）
で

は
９
月
１
日
（
防
災
の
日
）
に
県

下
東
海
地
震
防
災
強
化
地
域
内
金

融
機
関
の
一
斉
訓
練
に
あ
わ
せ
て
、

原
則
午
前
10
時
30
分
か
ら
５
分

間
程
度
、
店
舗
の
主
要
シ
ャ
ッ
タ

ー
の
一
部
を
閉
鎖
す
る
な
ど
の
「
一

斉
防
災
訓
練
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
訓
練
実
施
時
に
は
、
別
の
通
用

口
が
確
保
さ
れ
、
A
T
M
を
含
め

業
務
は
平
常
ど
お
り
実
施
さ
れ
ま

す
。

　
な
お
、
東
海
地
震
警
戒
宣
言
時

の
具
体
的
な
対
応
は
、
取
引
先
金

融
機
関
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
真
夏
に
入
り
、
雷
が
発
生
し
や

す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
、

雷
の
影
響
に
よ
る
防
災
行
政
無
線

戸
別
受
信
機
の
故
障
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
近
く
で
雷
が
発
生

し
て
い
る
場
合
は
戸
別
受
信
機
を

守
る
た
め
次
の
対
応
を
お
願
い
し

ま
す
。

①
近
く
で
雷
が
聞
こ
え
た
ら
、
戸

　
別
受
信
機
の
電
源
コ
ン
セ
ン
ト

　
を
抜
く
。

②
雷
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
時
に

　
は
、
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
を
必
ず

　
元
通
り
に
差
し
込
ん
で
、
次
の

　
放
送
が
聞
こ
え
る
こ
と
を
確
認

　
す
る
。
（
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
い

　
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
電
池
が

　
消
耗
し
て
し
ま
い
ま
す
）

　
防
災
行
政
無
線
を
雷
か
ら
守
る

た
め
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

個
人
事
業
税
第
一
期
分
の

納
税
を
お
忘
れ
な
く

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.aich

i.jp
/zeim

u
/

新
城
警
察
署
だ
よ
り

金
融
機
関
一
斉
防
災
訓
練

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

　
〜
犯
罪
に
あ
わ
な
い
！
犯
罪
を

起
こ
さ
な
い
！
犯
罪
を
見
逃
さ
な

い
！
〜

　
８
月
１
日

（日）
か
ら
10
日

（火）
ま

で
の
10
日
間
、
「
夏
の
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
県
民
運
動
」
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
犯
罪
は
現
在
も
多
発
し
て
い
ま

す
。
カ
ギ
の
掛
け
忘
れ
、
窓
の
開

け
っ
放
し
は
住
宅
を
対
象
と
し
た

侵
入
盗
の
手
口
の
約
３
割
を
占
め

ま
す
。
戸
締
ま
り
が
お
ろ
そ
か
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
侵
入
盗
は
、
生
活
の
拠
点
に
侵

入
し
強
盗
に
も
な
り
う
る
危
険
な

犯
罪
で
す
。
快
適
な
暮
ら
し
を
続

け
て
い
く
た
め
に
防
犯
の
基
本
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

水
の
事
故
 

危
険
は
い
つ
も

す
ぐ
そ
こ
に

　
〜
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
が
子
供

を
守
り
ま
す
〜

　
昨
年
、
県
下
で
は
多
く
の
方
が

水
の
事
故
で
、
亡
く
な
ら
れ
て
い

ま
す
。
特
に
事
故
は
、
夏
休
み
期

間
中
の
土
・
日
曜
日
や
お
盆
に
集

中
し
て
い
ま
す
。

　
水
の
事
故
は
、
「
慣
れ
、
過
信

と
い
っ
た
気
の
緩
み
」
や
「
ち
ょ

っ
と
し
た
油
断
」
か
ら
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
水
難
事
故
が
多
発

す
る
夏
期
に
積
極
的
な
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
や
海
浜
警
備
な
ど
を
実
施

し
て
、
水
難
事
故
の
防
止
に
努
め

て
い
ま
す
。

手作り絵本展開催について
　手作り絵本の会「おむすびころりん」

作の、趣向をこらした絵本をご覧くだ

さい。

期間：8月1日（日）～30日（月）

場所：図書館・情報コーナー（玄関右手）

特集コーナー展示について

「戦争と平和」について考えよう！
絵本から郷土・一般書まで多数集めます。

 「市民文化講座」講師の本を読もう！
辛坊治郎氏、桐島洋子氏、藤原和博氏

の本を集めますので、どうぞご利用く

ださい。

「読書ゆうびんコンテスト」すいせん

図書を読もう！

おすすめ本の紹介
「夜行観覧車」湊かなえ/著　双葉社　

　父親が被害者で、母親が

加害者という、エリート一

家に起きた事件の真相と動

機を、息をもつかせぬ展開

で描く、「告白」の著者の

家族小説です。

「おかげさまーいのちのまつり」

草場一壽/作 　平安座資尚/絵

　サンマーク出版

　シリーズ第３弾は、生か

されていることへの感謝の

言葉「おかげさま」をとり

あげ、その大切さを教えて

くれます。

夏
の
特
別
展
「
武
士
の
装
い
」

関
連
行
事

「
愛
知
県
史
を
語
る
会
」

家
屋
の
新
増
築
、
取
り
壊
し
を
さ
れ
た
方

入
札
物
件

　
新
城
市
平
井
字
道
目
木
5
番
2

　
宅
地
　
 
1,
6
1
5.
2
5
�

　
予
定
価
格
　
3,
5
1
1
万
円

入
札
日
・
会
場

　
8
月
31
日

（火）

　
愛
知
県
自
治
セ
ン
タ
ー
（
名
古

　
屋
市
中
区
）

現
地
説
明
会

　
8
月
10
日

（火）

申
込
期
間

　
8
月
3
日

（火）
〜
20
日

（金）

県
有
地
の
一
般
競
争
入
札
を

実
施
し
ま
す

雷
に
よ
る
防
災
行
政
無
線
の

故
障
が
多
発
し
て
い
ま
す

アンテナの線

電源コンセント

　鳳来・作手各総合支所を通じて下記サ

ービスを利用し本が借りられます。

貸出券作成

鳳来・作手各総合支所でも交付の申請可。

後日自宅に郵送。

ファックス貸出

ファックスで申し込めば、一度に3冊ま

で鳳来・作手各総合支所へ届けます。

鳳来・作手各総合支所を通じての
サービスのお知らせ

か
っ

ち
ゅ
う

や

ま

だ

　ま

さ

ひ

ろ

き

と

う

　

つ
よ
し

や

べ

　

た
か
し

か

と

う

ゆ

き

お

も

の

の

ふ

みなと

くさ ば かず ひさ

し ん ぼ う じ ろ う きり しま よう こ ふじ わら かず ひろ

へい あん ざ もとなお
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目
や
喉
に
刺
激
を
与
え
る
『
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
』
は
、
日
差
し
が
強
く
、

気
温
が
高
い
、
風
が
弱
い
日
に
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
光
化
学
予
報
や
注
意
報
が
発
令
さ

れ
た
場
合
は
、
屋
外
で
の
激
し
い
運

動
は
や
め
て
「
な
る
べ
く
屋
内
で
過

ご
す
」
、
「
外
の
空
気
が
入
ら
な
い
よ

う
に
、
窓
を
閉
め
る
」
な
ど
の
対
応

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
屋
外
で
「
眼
が
チ
カ
チ
カ
す
る
」
、

「
の
ど
が
痛
い
」
な
ど
の
症
状
が
で

た
と
き
は
、
洗
眼
や
う
が
い
を
十
分

に
行
い
、
涼
し
い
屋
内
で
休
息
し
、

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
（
　
23
‐
8
5
5
1
）

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
症

状
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
医

療
機
関
で
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予
報
等
の
発
令

情
報
は
、
「
愛
知
県
大
気
汚
染
常
時

監
視
結
果
」

　h
ttp
://ta

ik
i-k
a
n
k
y
o
-a
ic
h
i.jp
/

　k
a
n
k
y
o
/

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
、
市
の
ご
み
処
理
施
設
に
は

市
内
の
小
学
生
が
見
学
に
訪
れ
ま
す
。

生
徒
か
ら
は
「
燃
や
す
ご
み
や
不
燃

ご
み
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
？
」
と

い
う
質
問
が
多
く
出
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
市
内
で
ご
み
が

ど
の
く
ら
い
排
出
さ
れ
て
い
る
か
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
21
年
度
の
排
出
量

　
平
成
21
年
度
の
一
年
間
に
市
内
で

排
出
さ
れ
た
ご
み
（
一
般
廃
棄
物
）
は
、

１
６
，

１
３
２
ト
ン
に
な
り
、
こ
の
う

ち
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
ご
み
（
家

庭
系
ご
み
）
は
１
３
，

３
５
４
ト
ン
に

な
り
ま
し
た
。

　
種
類
別
の
内
訳
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

一
人
当
た
り
ど
の
く
ら
い
？

　
市
の
人
口
か
ら
一
人
当
た
り
の
ご

み
の
排
出
量
を
計
算
し
ま
し
た
。

　
一
人
当
た
り
１
年
間
の
平
均
で
255

キ
ロ
グ
ラ
ム
の
ご
み
を
排
出
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
１
日
あ
る
い
は
１
カ
月
の
数
字
を

見
る
と
あ
ま
り
多
く
な
い
よ
う
に
感

じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
１
年
間

で
考
え
る
と
非
常
に
多
く
の
ご
み
が

出
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
毎
日
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
で

ご
み
を
減
ら
せ
ば
、
１
年
後
に
は
大

き
な
成
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

　
ご
み
を
減
ら
す
に
は
、
き
ち
ん
と

分
別
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
ま

ず
は「
ご
み
に
な
る
も
の
を
買
わ
な
い
、

も
ら
わ
な
い
こ
と
に
心
掛
け
、
必
要

な
も
の
だ
け
を
長
く
大
切
に
使
う
こ
と
」

が
大
切
で
す
。

　
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
処
理
経
費

を
削
減
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
天
然

資
源
の
節
約
や
処
理
に
よ
っ
て
発
生

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
な
ど
に

つ
な
が
る
環
境
に
や
さ
し
い
取
り
組

み
で
す
。

　
６
月
13
日

（日）
に
開
催
し
ま
し
た
「
し
ん
し

ろ
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
」
に
は
市
民
や
事
業

者
、
各
種
団
体
な
ど
の
多
く
の
方
に
ご
参
加

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
市
内
11
会
場
の
参
加
者
総
数
は
２，
３
５
９

人
、
ご
み
の
回
収
量
は
３，
０
５
０
キ
ロ
グ
ラ

ム
で
し
た
。

　
次
回
は
10
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
団
体
や
地
域
で
清
掃
活
動
を
行
う

場
合
に
は
、
ご
み
袋
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
場
合
は
生
活
衛
生
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ご
み
処
理
量
に
関
す
る
詳
細
な
数
値
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
ペ
ッ
ト
に
関
す
る
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
を

飼
う
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
飼
い

主
と
し
て
の
責
任
が
伴
う
も
の
で
す
。

周
囲
の
方
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
た
め

に
も
、
ル
ー
ル
を
守
り
、
マ
ナ
ー
を

心
得
て
、
楽
し
く
快
適
に
ペ
ッ
ト
と

暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

◎
散
歩
先
で
の
犬
の
ふ
ん
は

　
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　
道
路
や
家
の
前
に
犬
の
ふ
ん
が
放

置
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
散
歩
前
に
自
宅
で
排
便
を
済
ま
せ

る
よ
う
習
慣
づ
け
、
散
歩
時
に
は
ふ

ん
を
片
付
け
る
道
具
（
ス
コ
ッ
プ
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
）
を
携
行
し
、
ふ
ん
を

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

◎
犬
の
放
し
飼
い
は

　
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

　
犬
の
放
し
飼
い
は
危
険
で
す
。
必

ず
鎖
な
ど
で
つ
な
い
で
お
き
、
散
歩

の
際
に
は
リ
ー
ド
（
引
き
綱
）
な
ど

を
つ
け
て
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
、
咬
み
つ
き
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
、
散
歩
は
必
ず
犬
を
制
御
で
き

る
方
が
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
犬
の
登
録
や
飼
い
主
の

　
変
更
な
ど
の
手
続
き

新
規
登
録
な
ど

　
犬
の
登
録
（
生
涯
一
回
、
対
象
は

生
後
91

日
以
上
）
は
、
狂
犬
病
予
防

法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
登

録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犬
が
逃
げ
た

場
合
に
、
飼
い
主
が
見
つ
か
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
登
録
し
ま

し
ょ
う
。

◇
手
続
き

　
環
境
課
や
市
内
の
動
物
病
院
な
ど

　
で
手
続
き
で
き
ま
す
。
（
登
録
手
数

　
料
１
頭
あ
た
り
３,
0
0
0
円
）

死
亡
届

　
犬
が
死
亡
し
た
時
は
、
必
ず
死
亡

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
手
続
き

　
環
境
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総

　
合
支
所
地
域
振
興
課
へ
届
け
出
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

※
愛
犬
手
帳
と
登
録
鑑
札
（
以
下
鑑
札
）

　
が
必
要
で
す
。

犬
の
登
録
事
項
変
更
届

　
飼
い
主
の
氏
名
や
住
所
な
ど
犬
の

登
録
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、

環
境
課
へ
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
届
出
が
必
要
な
事
項

・
犬
を
譲
り
受
け
た
場
合
（
犬
の
所
有

　
者
ま
た
は
所
在
地
の
変
更
）

※
前
の
飼
い
主
が
持
つ
愛
犬
手
帳
と

　
鑑
札
が
必
要
で
す
。

・
引
越
し
（
転
入
）
を
し
た
場
合
（
犬

　
の
所
在
地
の
変
更
）

※
転
入
前
の
市
町
村
で
交
付
さ
れ
た

　
愛
犬
手
帳
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

　
（
転
出
す
る
場
合
は
、
転
出
先
の
市

　
町
村
担
当
課
へ
愛
犬
手
帳
と
鑑
札

　
を
持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
）

◎
飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ
た
！

　
迷
い
犬
を
保
護
し
た
！

　
市
内
で
の
迷
い
犬
は
、
豊
橋
市
に

あ
る
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
東

三
河
支
所
で
保
護
さ
れ
ま
す
。
行
方

不
明
に
な
っ
た
と
き
や
迷
い
犬
を
保

護
し
た
場
合
は
、
県
動
物
保
護
管
理

セ
ン
タ
ー
東
三
河
支
所
と
警
察
署
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

・
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ

・
羽
根
布
団
　
・
木
製
衝
立
（
つ
い
た
て
）

・
一
輪
車
（
小
学
校
低
学
年
用
）

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー

・
キ
ャ
ン
プ
用
折
り
た
た
み
テ
ー
ブ
ル

　
（
ア
ル
ミ
製
・
高
さ
90
セ
ン
チ
）

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
の

あ
る
方
は
、
①
名
前
②
住
所
③
電
話
番
号
④

写
真
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
希
望
の
方
）
を

生
活
衛
生
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

送
付
先

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　
新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地

　
生
活
衛
生
課

　clean
-cen

ter@
city

.sh
in

sh
iro.lg

.jp

今
月
の
「
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
」

有害ごみ・不燃ごみ
粗大ごみ

一人1カ月当たり
1.5kg

資　源
一人1カ月当たり

4.5kg

1年間で18kg 1年間で54kg

可燃ごみ
一人1週間当たり

3.5kg

ごみ袋
(Ｍサイズ)
約1袋分

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予
報
・
注
意
報

の
発
令
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

平成21年度　家庭系ごみの内訳

粗大ごみ
467t（3.5%）

可燃ごみ
9,533t（71.4%）

不燃ごみ
447t（3.3%）

有害ごみ
48t（0.3%）

資源
2,859t（21.4%）

※上表は家庭系ごみの数値です。このほかに「事業
   系ごみ」2,802トンが排出されました。

1年間で183kg1年間で183kg

�

か
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シリーズ第38話

　
我
々
人
間
の
体
は
約
60
〜
70
％
が

水
で
で
き
て
い
ま
す
が
、
水
分
が
非

常
に
少
な
い
臓
器
は
「
骨
」
く
ら
い

で
、
ほ
か
の
手
足
を
含
め
た
臓
器
と

い
う
臓
器
は
水
と
た
ん
ぱ
く
質
、
脂

質
が
主
成
分
で
す
。

　
体
内
の
水
と
い
う
の
は
、
一
般
的

に
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
出
る
水
と
は
違

い
ま
す
。
我
々
人
間
は
、
進
化
の
過

程
で
海
中
か
ら
陸
上
に
上
が
る
際
に
、

海
水
を
陸
上
に
持
っ
て
い
く
シ
ス
テ

ム
を
作
り
上
げ
て
、
見
事
陸
上
生
物

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
体
内
の

水
分
、
特
に
血
液
は
海
水
と
同
様
の

ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ミ
ネ
ラ
ル
と
は
、
Na
（
ナ
ト
リ

ウ
ム
）
、
K
（
カ
リ
ウ
ム
）
、
Cl
（
ク

ロ
ー
ル
）
な
ど
、
一
般
的
に
は
電
解

質
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
の
栄
養
表
示
面
に
よ
く

書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
Na
は

い
わ
ゆ
る
塩
で
す
。
単
純
計
算
で
、

Na
500
ミ
リ
グ
ラ
ム
と
書
い
て
あ
れ
ば
、

塩
分
と
し
て
摂
取
し
た
量
は
2.5
倍
の

1.25
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
す
。

　
「
敵
に
塩
を
送
る
」
と
い
う
こ
と

わ
ざ
は
、
上
杉
謙
信
が
ラ
イ
バ
ル
武

田
信
玄
に
塩
を
送
っ
た
こ
と
か
ら
生

じ
た
こ
と
わ
ざ
で
す
が
、
生
命
維
持

に
必
要
な
塩
が
と
れ
な
い
山
国
の
甲

斐
に
対
し
て
、
義
に
厚
い
謙
信
が
敵

を
助
け
る
行
為
に
な
る
塩
を
送
っ
た

と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
こ
と
わ
ざ
の

背
景
で
す
。

　
我
々
人
間
は
普
通
に
生
活
し
て
い

る
上
に
お
い
て
、
汗
を
か
い
た
り
排

泄
を
し
た
り
し
て
、
ど
ん
ど
ん
水
と

電
解
質
を
失
っ
て
い
ま
す
。
体
格
な

ど
や
年
齢
に
も
よ
り
ま
す
が
、
お
お

よ
そ
一
日
２
リ
ッ
ト
ル
前
後
の
水
と

6
〜
7
グ
ラ
ム
の
塩
分
を
失
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が
十
分

に
補
充
で
き
な
い
と
体
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
き
ま
す
。

　
脱
水
症
と
い
う
の
は
、
そ
の
水
と

ミ
ネ
ラ
ル
の
喪
失
と
い
っ
た
悪
影
響

が
だ
る
い
、
ふ
ら
つ
き
な
ど
と
い
う

症
状
と
し
て
出
て
き
て
い
る
段
階
で

す
。
体
内
の
水
分
を
2
％
喪
失
し
て

い
る
と
、
症
状
が
現
れ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
熱
中
症
は
脱
水
症
と
は
少
し
意
味

が
違
い
、
高
温
下
に
体
が
さ
ら
さ
れ

て
い
て
、
体
の
体
温
調
節
機
能
が
働

か
な
い
と
い
う
状
態
で
す
。
筋
肉
痛
・

発
熱
・
頭
痛
・
め
ま
い
な
ど
の
症
状

が
出
現
し
て
き
ま
す
。
こ
の
状
態
は

脳
や
腎
臓
と
い
う
臓
器
に
ダ
メ
ー
ジ

が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
非
常
に
危
険
な
段
階
に
至
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
「
直
射

日
光
に
当
た
っ
て
い
な
い
か
ら
大
丈

夫
！
」
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

涼
し
い
と
こ
ろ
で
適
度
に
休
み
を
取

る
事
が
大
事
に
な
り
ま
す
。

　
水
分
を
喪
失
し
や
す
い
環
境
下
に

い
る
際
に
は
、
水
分
を
効
率
よ
く
摂

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ス
ポ

ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
い
い
の
で
す
が
、

美
味
し
く
飲
め
る
よ
う
に
糖
分
が
入

っ
て
い
ま
す
。
カ
ロ
リ
ー
も
チ
ェ
ッ

ク
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
カ
ロ
リ

ー
オ
フ
と
書
い
て
あ
る
場
合
は
、
人

工
甘
味
料
が
入
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
お
腹
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
や
す

い
方
は
、
注
意
し
た
方
が
い
い
で
し

ょ
う
。
水
分
補
給
の
た
め
に
一
生
懸

命
飲
ん
で
も
、
下
痢
に
な
っ
て
水
分

喪
失
し
て
し
ま
っ
て
は
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
心
臓
や
腎
臓
に
病
気

が
あ
る
方
は
、
水
分
制
限
や
ミ
ネ
ラ

ル
の
制
限
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
か
か
り
つ
け
の
先
生
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

市民病院　総合内科

 医長　石黒裕一郎

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

　
8
月
9
日
　

（月）
　
午
前
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

　
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

　
前
立
腺
が
ん
・
肺
が
ん

　
　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
８
月
21
日

（土）
　
午
前
実
施

　
胃
が
ん
・
前
立
腺
が
ん

　
大
腸
が
ん
・
子
宮
が
ん

　
　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
９
月
４
日

（土）
　
一
日
実
施

　
乳
が
ん
・
大
腸
が
ん

　
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望
さ

　
れ
る
方
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー

　
で
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
前
立
腺
が
ん
は
50
歳
以
上
の
方

　
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
（
単
独

　
受
診
で
き
ま
す
）

※
40
歳
代
の
方
の
乳
が
ん
検
診
は

　
二
方
向
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
。

　
胃
が
ん
　
　
　
１
，

０
０
０
円

　
大
腸
が
ん
 
 
 
 

　
　
300
円

　
乳
が
ん
　
　
　
１
，
3
０
０
円

　
（
40
歳
代
　
１，
4
０
０
円
）

　
子
宮
が
ん
　
　
　
　
　
 

800
円

　
前
立
腺
が
ん
　
　
　
　
 

500
円

　
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
　
　
400
円

　
肺
が
ん
（
作
手
の
み
）
　
無
料

　
今
年
度
中
学
１
年
生
相
当
（
第

３
期
）
と
高
校
３
年
生
相
当
（
第

４
期
）
の
年
齢
の
方
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、
４
月
下
旬
に
封

書
で
通
知
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

内
容
を
ご
覧
に
な
り
、
夏
休
み
な

ど
を
利
用
し
忘
れ
ず
に
期
間
内
に

受
け
ま
し
ょ
う
。

（
こ
の
制
度
は
平
成
24
年
度
ま
で

行
わ
れ
ま
す
。
）

　
　
市
内
の
委
託
医
療
機
関

　
（
詳
し
く
は
通
知
を
ご
覧
く
だ

　
　
さ
い
）

※
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

　
に
必
ず
医
療
機
関
へ
予
約
を
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
23
年
１
月
31
日

（月）
ま
で

　
第
３
期

　
平
成
９
年
４
月
２
日
生
〜
平
成

　
10
年
４
月
１
日
生
　

　
第
４
期

　
平
成
４
年
４
月
２
日
生
〜
平
成

　
５
年
４
月
１
日
生

お問い合わせ

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

　
8
月
5
日

（木）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
8
月
10
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
　

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

妊
産
婦
・
一
般
歯
科
健
診
（
要
申
込
）

よ
い
食
生
活
を
す
す
め
る

た
め
の
料
理
講
習
会
（
要
申
込
）

　
　
市
内
の
委
託
歯
科
医
院

※
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

　
に
必
ず
歯
科
医
院
へ
予
約
を
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
31
日

（火）
ま
で

　
昭
和
25
・
35
・
45
・
55
年
生
ま

　
れ
の
方

※
対
象
者
に
は
、
５
月
下
旬
に
通

　
知
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
通
知
内
容
を
ご
覧
に
な
り
、
忘

　
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
８
月
10
日

（火）

　
午
後
１
時
30
分

　
妊
産
婦
・
一
般
（
成
人
）
の
方

　
無
料

　
母
子
健
康
手
帳
ま
た
は
健
康
手
帳

　
　
新
城
市
健
康
づ
く
り
食
生
活

　
　
改
善
協
議
会（
担
当
　
植
田
）

　
　
　
23
‐
０
４
５
５

　
９
月
14
日

（火）

　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
食
に
関
す
る
講
演
会
、
調
理
実

　
習
、
会
食

　
市
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

　
20
人

※
９
月
７
日

（火）
ま
で
に
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

　
500
円

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

　
　
あ
い
ち
健
康
の
森
健
康
科
学

　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
（
あ
い
ち
健

　
　
康
プ
ラ
ザ
）指
導
者
養
成
班

　
　
　
０
５
６
２
‐
82
‐
０
２
１
1

　
地
域
の
健
康
づ
く
り
を
お
手
伝

い
す
る
、
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー

に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　
ま
ず
は
ご
自
分
の
健
康
づ
く
り

か
ら
始
め
、
あ
な
た
の
ま
わ
り
に

も
”

健
康
づ
く
り
の
輪

“
を
広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
10
月
29
日

（金）
〜
12
月
22
日

（水）

　
（
全
８
回
）

　
豊
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
カ
リ
オ
ン

　
ビ
ル

　
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
食

　
事
や
運
動
に
関
す
る
講
義
と
、

　
み
ん
な
で
楽
し
く
身
体
を
動
か

　
し
な
が
ら
効
果
的
な
運
動
方
法

　
や
指
導
法
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
県
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
で
、す

　
べ
て
の
研
修
に
出
席
で
き
る
方

　
無
料

　
８
月
31
日

（火）

※
詳
し
い
内
容
は
電
話
ま
た
は
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　h
ttp

://w
w

w
.ah

v
.p

ref.aich
i.jp

/

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

個
別
歯
周
疾
患
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

愛
知
県
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー

バ
ン
ク
登
録
研
修
会
（
要
申
込
）

い し ぐ ろ ゆ う い ち ろ う
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　6月13日（日）市内各地で
「しんしろクリーンフェス
タ」を開催しました。
　�2,000人を超える参加者
が集まり、公園や道路、河
川などで、ごみを約3トン
回収しました。

今月の表紙

長
篠
城
お
と
ぎ
話
「
お
と
ら
狐
」

皆さんからの情報をお待ちしています

�

　
皆
さ
ん
は
長
篠
城
址
の
「
お
と
ら

狐
」
と
い
う
伝
説
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。
今
回
は
長
篠
地
区
に
昔
か
ら
伝

わ
る
「
お
と
ら
狐
」
の
伝
説
を
紹
介

し
ま
す
。

　
「
お
と
ら
狐
に
と
り
つ
か
れ
る
と
、

左
足
を
痛
め
て
足
を
引
き
ず
り
、
左

眼
が
悪
く
な
っ
て
目
や
に
を
出
し
、

長
篠
合
戦
の
事
を
よ
く
し
ゃ
べ
る
。

　
片
足
が
悪
く
な
っ
た
の
は
、
ろ
う

城
の
時
、
軍
評
定
を
盗
み
聞
き
し
て

い
た
ら
、
障
子
に
影
が
映
っ
て
し
ま

い
、
城
主
に
長
刀
で
払
わ
れ
た
た
め

だ
と
い
う
。

　
片
眼
に
な
っ
た
の
は
、
お
城
の
堀

の
上
で
、
合
戦
を
見
物
し
て
い
た
ら
、

流
れ
弾
に
当
た
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
鳥
に
化
け
て
、
弓
の
名
人
、

林
藤
太
夫
高
英
の
堀
に
止
ま
っ
て
、

鳴
い
て
見
せ
た
ら
藤
太
夫
が
怒
っ
て
、

障
子
の
す
き
間
か
ら
放
っ
た
矢
に
当

た
っ
た
た
め
だ
と
も
い
う
。
（
長
篠
合

戦
余
話
）
」

　
現
在
、
お
と
ら
狐
を
祀
っ
た
城
薮

稲
荷
は
、
長
篠
城
址
北
東
に
あ
る
大

通
寺
に
移
り
ま
し
た
。
５
月
５
日
の

長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り
に
は
関
係

者
が
参
拝
し
、
祭
り
の
安
全
祈
願
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
城
薮
稲
荷
の
左
手
奥
に
は
、

武
田
方
の
馬
場
信
房
、
内
藤
昌
豊
、

土
屋
昌
次
、
山
県
昌
景
の
四
将
が
別

れ
の
水
盃
を
交
わ
し
た
井
戸
が
今
で

も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
ラ
ー
で
物
を
見
る
人
間
の
視
力
は
、

暗
く
な
っ
て
く
る
と
急
速
に
能
力
が
落

ち
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
私
た
ち
が
知
っ
て
い
る

生
物
は
昼
間
見
る
も
の
に
偏
り
が
ち
で

す
が
、
夜
も
昼
に
負
け
な
い
ほ
ど
さ
ま

ざ
ま
な
生
物
が
活
発
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
イ
ノ
シ
シ
や
タ
ヌ
キ
が
も
っ
ぱ
ら

夜
に
活
動
す
る
の
は
良
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
実
は
植
物
や
昆
虫
や
キ
ノ
コ

も
夜
が
大
好
き
で
す
。

　
明
治
時
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
渡
来

し
た
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
は
、
今
で
は

本
来
の
月
見
草
を
追
い
や
っ
て
月
見
草

と
い
え
ば
こ
ち
ら
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

感
が
あ
り
ま
す
。
市
内
で
も
あ
ち
こ
ち

で
人
の
背
丈
を
越
え
る
ほ
ど
立
派
に
成

長
し
、
夕
闇
迫
る
こ
ろ
に
な
る
と
鮮
や

か
な
黄
色
の
花
を
次
か
ら
次
へ
と
咲
か

せ
ま
す
。

　
夕
闇
迫
る
中
で
目
立
ち
に
く
い
の
で

す
が
、
花
び
ら
が
開
く
と
同
時
に
、
ど

こ
で
待
っ
て
い
た
の
か
さ
ま
ざ
ま
な
蛾

が
一
斉
に
蜜
を
吸
い
に
訪
れ
ま
す
。
主

に
夜
に
活
動
す
る
蛾
は
、
蝶
に
比
べ
て

色
が
地
味
に
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
羽
の

模
様
は
千
変
万
化
で
興
味
が
つ
き
ま
せ

ん
。

　
ス
ズ
メ
蛾
の
仲
間
の
ベ
ニ
ス
ズ
メ
は

結
構
鮮
や
か
な
朱
色
を
し
て
い
ま
す
。

花
と
蛾
の
宴
は
一
晩
中
続
い
て
、
朝
と

と
も
に
終
わ
り
を
告
げ
ま
す
。

　
外
来
種
の
植
物
が
増
え
る
と
、
私
た

ち
の
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
で
、
夜
の
生

物
の
多
様
性
も
変
化
を
続
け
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　親子で学んでみませんか。船のこと！

海洋生物のこと！

　7月24日（土）・25日（日）・31日（土）

　8月1日（日）・7日（土）・8日（日）・21日（土）

　22日（日）・28日（土）・29日（日）

Ａプラン

　特別室利用、鳥羽水族館入館、海洋生

　物の生態学習、船内でのロープ結び講

　習、操舵室見学など

出航時間

　伊良湖港を午前9時20分発便のみ

　（要予約70人まで）

　小学生　2,200円

　保護者　4,300円

Ｂプラン

　往復一般室、鳥羽水族館入館　

出航時間

　伊良湖港発のどの便でも利用可能　

　小学生　2,000円

　保護者　4,000円

　小学生（1人につき保護者２人まで）、

　Ａ・Ｂプラン合わせて先着3,500人限定

イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの
耳寄りな話をお寄せください。

　奥三河音楽連盟では、第36回新城音

楽祭の参加者（団体・個人）を募集します。

　11月7日（日）　　

　文化会館（はなのき広場、大ホール）

　独唱、独奏、重唱、合唱、重奏、合

　奏、そのほか

　1,000円

　参加希望者は、8月31日（火）までに、

　奥三河音楽連盟事務局へ申込書を提

　出してください。

※詳細要領・申込書は、文化会館、ち

　さと館、鳳来・作手各総合支所にあ

　ります。

主催／奥三河音楽連盟

共催／市教育委員会

「オオマツヨイグサに吸蜜に訪れたベニスズメ」

下準備

　お米を洗い、分量の水の中にだし昆布を入れて、5

　時間くらい浸す。

①浸したお米に塩を入れ火にかけ、沸騰したら昆布を   

　取り出し、弱火で30～40分かけて煮る。

②ヒユナを熱湯にとおして、細かく刻み、よく絞って   

　おく。

③おかゆが煮えたら火を止め、②を入れて混ぜる。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（4人分）◆ 

エネルギー　1,167kcal

食塩　　　6.7g（4人分）

　鳳来・塩瀬地区では、江戸時代から行われてきた伝

統行事に、お盆にヒユナがゆを食べるというものがあ

ります。お盆は、身体を休めるときでもあり、少しで

も消化の良いもの、栄養のあるものをと、おかゆにヒ

ユナ（バイアム）を入れて食べました。ヒユナは、暑さ

と乾燥に極めて強い南方系の野菜で、夏場の緑菜とし

て昔から珍重されてきました。

　ヒユナは、別名「ジャワほうれん草」といいます。

ヒユナが手に入らないときには、ほうれん草を代用し

てもいいですね。

ヒユ ナが ゆ  

�米　　　　　　2合

�水　       10カップ

�だし昆布　     5cm

�塩　         小さじ1

�ヒユナ         120g

「食育を推進しています」毎月19日はおうちでごはんの日

城薮稲荷（大通寺）

ヒユ ナが ゆ  

新城音楽祭参加者募集

は
や
し
と
う

だ

ゆ
う

た
か

ひ
で

ぐ
ん
ひ
ょ
う
じ
ょ
う

し
ょ
う

じ
な

ぎ

な

た

だ

ま

ぎ
つ
ね

ば
　

ば

の
ぶ

ふ

さ

な
い

と
う

ま
さ

と
よ

つ
ち

や

ま
さ

つ
ぐ

や
ま

が
た

ま
さ

か
げ

み
ず
さ
か
ず
き

つ
う

じ

だ
い

し

ろ

や

ぶ

い

な

り
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文化会館104会議室で、青年海外協力隊員として

カメルーンへ2年間派遣されていた�本哲明さん

が講演を行いました。日本とカメルーンの文化

や生活習慣の違いなどを、分かりやすく楽しく

話されました。

6月11日（金） 6月13日（日）

文化会館大ホールで、市内の小・中学校の児童・

生徒あわせて約1,400人が参加し、23回目とな

る合唱交歓会を開催しました。練習の成果を披

露しあい、最後に参加者全員で「野に咲く花の

ように」を合唱しました。

6月6日（日）

新城・出沢地区にある鮎滝で鮎滝まつりが行われました。

鮎を竿の先につけた網ですくって捕まえる「笠網漁」とい

う珍しい漁法が行われていて、今年の豊漁と安全を祈念し

ました。

ま つ も と の り あ き
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新
城
地
区
か
ら
作
手
地
区
に
向
か
う

国
道
301
号
線
か
ら
県
道
435
号
線
へ
。
木

立
か
ら
差
し
込
む
日
の
光
と
道
に
沿
っ

て
流
れ
る
巴
川
の
清
流
は
、
日
常
か
ら

切
り
離
さ
れ
た
心
地
よ
さ
を
与
え
て
く

れ
る
。

　
数
分
も
走
っ
た
こ
ろ
、
山
側
の
小
高

い
場
所
に
、
ま
も
な
く
創
立
50
周
年
を

迎
え
る
協
和
小
学
校
が
現
れ
た
。
現
在

の
生
徒
数
は
13
人
。
先
生
方
の
ご
協
力

で
、
授
業
の
途
中
で
み
ん
な
出
て
き

て
く
れ
、
並
ん
で
校
歌
を
元
気
に
歌

っ
て
く
れ
た
。
そ
の
後
放
課
に
な
り
「
こ

っ
ち
に
来
て
！
」
と
教
室
に
招
待
？

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
工
作
作
品
や

ハ
ム
ス
タ
ー
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

　
こ
ち
ら
か
ら
何
か
を
聞
く
必
要
は

何
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら
は
と
に

か
く
止
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

な
く
、
10
秒
に
15
秒
分
の
や
り
た
い
事
、

話
し
た
い
事
を
は
じ
け
る
よ
う
な
笑

顔
と
と
も
に
途
切
れ
る
こ
と
な
く
表

現
し
て
い
る
13
人
の
子
ど
も
た
ち
な

の
だ
。

　
「
こ
の
学
校
は
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
一
部
な
ん
で
す
よ
」
と
言
わ

れ
て
い
た
校
長
先
生
。
も
う
こ
れ
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
言
う
よ
り
大
き

な
家
族
。
最
近
は
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

ク
が
子
ど
も
た
ち
の
間
で
流
行
し
、

家
に
帰
っ
た
子
が
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

ク
で
学
校
ま
で
戻
っ
て
来
て
遊
ぶ
姿

も
よ
く
見
ら
れ
る
と
か
。

　
そ
ん
な
彼
ら
に
「
学
校
好
き
？
」

と
聞
い
た
ら
「
う
ん
っ
大
好
き
っ
！
」

と
す
ぐ
に
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
今

日
一
番
の
愚
問
だ
っ
た
。

No.7

沿革

伊勢湾台風による高松小学校校舎倒壊を契機に南

部3校（旭・高松・田代）を統合し、作手村立協和

小学校として昭和36年に開校。

学校の特色

アマゴの養殖、自然薯栽培、秋のふるさとを味わ

う会

学 校 の 概 要

学年別児童数今昔

学  年� 1年       2年      3年      4年       5年      6年        計

昭和36年

平成22年

22人　 30人　 23人　 28人　 36人　 38人　　177人

1人   　 2人       4人       1人    2人       3人  　13人

協和小学校区域図

アマゴの養殖

自然薯栽培 秋のふるさとを味わう会

アマゴの塩焼き

市
民
編
集
委
員
か
ら

　
校
歌
制
定
時
の
学
校
新
聞
に
は
「
ど

う
か
学
区
み
ん
な
の
愛
唱
歌
と
し
て
か

わ
い
が
り
育
て
て
い
た
だ
く
よ
う
に
」

と
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
協
和
小
は
、
11

月
に
創
立
50
周
年
の
記
念
式
典
を
行
う
。

そ
こ
で
は
、
地
域
を
あ
げ
て
「
た
く
ま

し
く
進
ん
で
い
こ
う

し
あ
わ
せ
の
国

き
ず
く
た
め
」
の
思
い
が
込
め
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
地
域
み
ん

な
の
歌
声
が
山
々
に
響
き
わ
た
る
こ
と

だ
ろ
う
。

協
和
小
学
校
　
校
歌

校歌を歌う子どもたち

　
校
門
を
く
ぐ
る
と
、
ま
ず
目
に
入

る
の
は
、
正
面
に
あ
る
直
径
約
２
メ

ー
ト
ル
の
円
形
の
水
槽
。
ビ
ニ
ー
ル

製
の
側
面
に
は
大
き
く
「
ア
マ
ゴ
ハ

ウ
ス
」
と
書
い
て
あ
る
。
協
和
小
は

平
成
14
年
度
か
ら
ア
マ
ゴ
の
養
殖
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
協
和
地
区
は
山

か
ら
の
湧
水
が
豊
富
で
、
い
く
つ
も

の
水
源
か
ら
清
ら
か
な
水
が
巴
川
へ

と
注
い
で
い
る
。
そ
う
し
た
地
の
利

を
生
か
し
、
ま
た
、
地
域
で
ア
マ
ゴ

の
養
殖
業
を
営
ん
で
い
る
方
の
協
力

を
得
て
、
今
年
度
も
150
匹
の
稚
魚
を

譲
り
受
け
た
。
ア
マ
ゴ
は
、
と
て
も

敏
感
な
魚
で
、
生
息
で
き
る
適
温
は

18
度
。
そ
し
て
常
に
酸
素
を
含
ん
だ

新
鮮
な
水
を
注
ぎ
込
む
必
要
が
あ
る
。

昨
年
度
は
500
匹
の
稚
魚
を
育
て
て
い

た
の
だ
が
、
台
風
の
影
響
で
水
源
か

ら
の
パ
イ
プ
が
破
損
し
、
ア
マ
ゴ
が

全
滅
し
て
し
ま
う
と
い
う
悲
し
い
出

来
事
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
地
域
の

強
力
な
応
援
に
支
え
ら
れ
、
新
た
な

水
源
か
ら
パ
イ
プ
を
通
し
、
現
在
は

水
温
も
安
定
し
た
清
水
が
、
し
ぶ
き

を
あ
げ
て
水
槽
に
注
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
。

　
平
成
19
年
度
は
、
こ
の
ア
マ
ゴ
の

養
殖
の
観
察
体
験
を
元
に
『
ア
マ
ゴ

物
語
』
と
い
う
絵
本
を
作
り
、
「
あ

い
ち
環
境
絵
本
大
賞
」
に
応
募
し
た

と
こ
ろ
、
見
事
入
選
。
全
校
児
童
一

人
ひ
と
り
が
執
筆
に
か
か
わ
り
、
ま

さ
に
「
力
合
わ
せ
て
」
出
来
上
が
っ

た
作
品
だ
。
ア
マ
ゴ
を
通
じ
て
自
然

の
恵
み
と
命
の
尊
さ
を
地
域
ぐ
る
み

で
分
か
ち
合
う
。
こ
の
地
な
ら
で
は

の
活
動
で
あ
る
。

　
協
和
小
は
食
育
研
究
に
も
取
り
組

ん
で
お
り
、《
協
和
の
食
文
化
を
探
る
》

と
し
て
地
域
の
『
食
』
に
つ
い
て
学

ん
で
い
る
。
10
月
に
は
「
秋
の
ふ
る

さ
と
を
味
わ
う
会
」
を
催
し
、
地
域

の
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
た
ち
が
交
流

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
「
へ
ぼ

追
い
」
「
自
然
薯
掘
り
」
「
ア
マ
ゴ

料
理
」
と
３
つ
の
活
動
に
分
か
れ
、

子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
な
っ
て
郷

土
の
食
材
を
採
り
、
調
理
し
、
食
す
。

貴
重
な
山
の
恵
み
を
次
世
代
に
も
伝

え
よ
う
と
、
そ
の
道
の
達
人
た
ち
は

温
か
く
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
支

え
る
。
地
域
の
つ
な
が
り
が
、
『
食
』

の
文
化
を
大
切
に
守
り
伝
え
る
源
と

な
っ
て
い
る
の
だ
。

道の駅

作手総合支所

至設楽町

至新城市街

協和小学校

作手保永

作手杉平

作手高松

作手田代

巴小学校

301

37

437

437

435

 
 

　
　
　
　
作
詞
　
原
田
　
士
朗

　
　
　
　
　
　
作
曲
　
佐
野
　
量
祥

一
、
　
み
ど
り
の
色
も
　
新
し
く

　
　
空
に
向
か
っ
て
　
伸
び
て
ゆ
く

　
　
山
の
杉
で
す
　
ま
っ
す
ぐ
に

　
　
育
っ
て
い
こ
う
　
協
和
の
子
ど
も

　
　
む
ね
に
の
ぞ
み
を
　
む
ね
に
の
ぞ
み
を

　
　
た
や
さ
ず
に

二
、
　い
つ
も
楽
し
い
　
歌
声
を

　
　
ひ
び
か
せ
な
が
ら
　
流
れ
て
く

　
　
谷
の
川
で
す
　
き
よ
ら
か
に

　
　
は
げ
ん
で
い
こ
う
　
協
和
の
子
ど
も

　
　
ち
か
ら
あ
わ
せ
て
　
ち
か
ら
あ
わ
せ
て

　
　
た
ゆ
ま
ず
に

三
、
　雨
に
あ
ら
し
に
　
ま
た
雪
に

　
　
す
こ
し
も
ま
け
ず
　
う
ご
か
な
い

　
　
み
ね
の
岩
で
す
　
た
く
ま
し
く

　
　
す
す
ん
で
い
こ
う
　
協
和
の
子
ど
も

　
　
し
あ
わ
せ
の
く
に
　
し
あ
わ
せ
の
く
に

　
　
き
ず
く
た
め

新 城 市

じ ね ん じ ょ
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く
す
り
安
心
電
話

市内の交通事故状況

取
り
扱
い
求
人
数

看
護
・
介
護

販
売
・
営
業

事
 
 
 

務

製
 
 
 

造

全

職

種

計

57
人

47
人

23
人

163
人

490
人

お
仕
事
探
し
と
求
人
の
募

集
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国
の

機
関
の
た
め
す
べ
て
無
料

で
す
。

お
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

　
仕
事
の
相
談
、
面
接
希

　
望
者
へ
の
紹
介
、
履
歴
書
・

　
職
務
経
歴
書
な
ど
各
種

　
書
類
の
書
き
方
ア
ド
バ

　
イ
ス

求
人
の
募
集
を
し
て
い

る
会
社
な
ど

　
求
人
募
集
の
申
し
込
み
、

　
求
人
条
件
に
関
す
る
相

　
談 ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク

新
城

※
平
成
22
年
5
月
末
現
在

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

すこやか相談（育児相談）

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

知的障害者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

男性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

新城保健センター

新城保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター会議室

社会福祉協議会作手センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

秘 書 広 報 課

秘 書 広 報 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

市民体育館第１会議室

鳳来開発センター

勤労青少年ホーム

都 市 計 画 課

鳳 来 総 合 支 所

毎週月～金曜日　（要予約）

8/2（月）　午前9時　（要予約）

8/2（月）　午前10時　（要予約）

8/17(火）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

8/12（木）午前10時～午後3時※9日（月）正午までに要予約

8/27（金）午前10時～午後3時※24日（火）正午までに要予約

8/11（水）、25（水）　午後1時～4時（要予約）

8/5（木）　午後1時～4時

8/18（水）　午後1時～4時

8/9（月）　午後1時～4時

8/13（金）　午後1時～4時

8/4（水）　午後1時30分～3時30分

8/25（水）　午後4時～8時　（要予約）

8/10（火）、24（火）午前10時30分～午後2時30分

8/19（木）　午後6時～8時

8/17（火）　午後1時～4時　（要予約）

8/18（水）午前10時～午後4時 ※正午～午後1時は休憩

8/10（火）　午後1時～4時

8/18（水）　午後1時～4時

8/24（火）午前10時～午後3時 ※年金の代理請求は委任状必要

8/7（土）、21（土）　午前9時～正午　（要予約）

8/14（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

新城保健センター

新城保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

市民活動サポートセンター

企 画 課

フリ ー ダ イ ヤ ル

フリ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

商 工 課

市 民 保 険 課

鳳来総合支所地域振興課

市 民 保 険 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所地域整備課

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

23-8551

23-8551

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7401

23-7620

0120-874-412

0120-874-412

23-7634

23-7634

23-7628

32-1982

23-7625

23-7640

32-1977

相 談 名 　 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　 と こ ろ �　　　申し込み・問い合わせ

21年 26

26

0

0

0

0

30

30

0

30

30

0

99

111

12

22年

増減

6月中

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

121

137

16

3

1

－2

151

181

30

154

182

28

615

592

－23

21年

22年

増減

分

累計
6月末
現在
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今
か
ら
５
年
前
の
2
0
0
5
年
、

愛
知
県
で
国
際
博
覧
会
「
愛
･
地
球

博
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
環
境
を

テ
ー
マ
に
世
界
各
国
よ
り
さ
ま
ざ
ま

な
パ
ビ
リ
オ
ン
が
あ
っ
た
事
を
思
い

出
し
ま
す
。
そ
し
て
今
年
は
、
現
在

私
の
住
ん
で
い
る
中
国
に
て
「
上
海

万
博
」
が
５
月
よ
り
開
幕
し
て
い
ま

す
。
テ
ー
マ
は
「
よ
り
良
い
都
市
･

よ
り
良
い
生
活
」
だ
そ
う
で
す
。
２

０
０
８
年
に
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

開
催
さ
れ
、
中
国
は
今
世
界
で
も
っ

と
も
注
目
さ
れ
て
い
る
国
の
１
つ
に

挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
上
海
よ
り
南
に
直
線
距
離
で

千
数
百
キ
ロ
離
れ
た
広
東
省
の
と
あ

る
町
に
住
ん
で
い
ま
す
。
工
業
区
域

で
各
地
方
（
省
）
か
ら
仕
事
を
求
め
て

出
て
来
て
、
労
働
を
し
な
が
ら
暮
ら

す
若
者
が
多
く
、
習
慣
や
環
境
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
事
は
多
々
あ
り
ま

す
。

　
今
や
世
界
№
１
の
自
動
車
販
売
台

数
を
誇
る
中
国
。
高
速
道
路
の
渋
滞

も
頻
繁
で
す
が
、
バ
イ
ク
タ
ク
シ
ー

や
、
自
転
車
タ
ク
シ
ー
も
現
役
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。
急
発
展
す
る
近
代

化
と
、
古
き
生
活
環
境
が
残
る
部
分

が
入
り
交
じ
り
不
思
議
な
調
和
を
感

じ
ま
す
。
食
事
の
時
間
を
非
常
に
大

切
に
し
、
大
人
数
で
陽
気
な
食
事
風

景
を
よ
く
目
に
し
ま
す
が
、
日
本
人

に
は
乏
し
い
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
国
民

性
を
感
じ
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
フ
レ
ン

ド
リ
ー
過
ぎ
る
の
は
、
買
い
物
で
店

に
入
る
と
茶
碗
を
持
っ
て
ご
飯
を
食

べ
な
が
ら
の
接
客
も
…
（
笑
）

　
発
展
を
し
続
け
る
中
国
で
私
の
一

番
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
事
は
「
癒

し
」
で
す
。
大
変
歴
史
の
あ
る
中
国
。

世
界
遺
産
も
数
多
く
、
観
光
名
所
や
、

心
安
ら
ぐ
景
色
な
ど
一
言
で
は
表
現

出
来
な
い
ス
ケ
ー
ル
を
持
っ
た
国
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
「
癒
し
」
と

言
っ
た
ら
、
私
は
や
は
り
「
新
城
市
」

を
思
い
出
し
ま
す
。
遠
く
を
見
渡
せ

る
田
園
風
景
に
、
学
生
時
代
に
利
用

し
た
飯
田
線
が
走
る
姿
や
、
帰
郷
し

た
時
の
カ
エ
ル
や
鈴
虫
の
声
が
逆
に

今
で
は
心
地
良
さ
を
感
じ
ま
す
。
小

さ
い
街
は
山
に
囲
ま
れ
、
川
が
流
れ
、

癒
や
し
の
立
地
環
境
だ
と
改
め
て
感

じ
て
い
ま
す
。
今
度
帰
郷
し
た
時
は
、

バ
イ
ク
で
ゆ
っ
く
り
桜
淵
公
園
か
ら

鳳
来
寺
山
、
日
帰
り
温
泉
に
立
寄
り

作
手
経
由
で
市
街
に
戻
る
癒
し
巡
り

で
も
と
考
え
て
い
ま
す
。

露店の八百屋

渡辺英介さん（新城・諏訪区）

28

http://www.city.shinshiro.lg.jp

E-mail　info@city.shinshiro.lg.jp

エコとぴっくす ポルトガル語版広報まちの話題

［ 鍋づる万灯］

2010／8

主
な
内
容

豪華バイクタクシー

オフィス街

高速道路の渋滞 日本車が多い

シリーズ世界の国からこんにちは No.4　〔中国編〕シリーズ我らが母校再発見 No.7〔協和小校歌〕

ニューススポット お知らせ

い や

わ た な べ え い す け
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